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HITOWAフードサービス㈱の井上さんは中途採
用、比嘉さんは新卒採用で、それぞれ入社7年目
を迎えました。2人のチームワークは社内でも評
判だといいます。

おふたりの仕事上での関係性を教えてください。
比嘉「井上さんは私の先輩です。同じ埼玉エリアへの
配属で、今までも一緒の現場に入ることがありました。
私が厨房責任者を務めるようになってからは、接点が
増えました。」
井上「スーパーバイザーに昇格してからは、担当エリ
ア全体の管理や、現場へのヘルプなど、さまざまな役
割を担っています。」

調理師になったきっかけは？
井上「料理が好きで、前職の飲食店勤務時に調理師の
資格を取りました。祖父母にも喜んでもらえる食事を
作りたいと思い、今の仕事を選びました。」
比嘉「食べることが好きなのもありましたが、手に職
をつけたいと思って調理師になろうと決めました。」

これまでのお仕事で、印象に残っていることは？
比嘉「メニューも材料の原価計算も企画したイベント
食でパンケーキが好評だったことです。利用者様から
『比嘉さん、ありがとう』と直接聞くことができて、

心に残っています。」
井上「エリアチーフ時代、比嘉さんが責任者としてし
っかりやってくれているのを見て、私も負けない！と
頑張っていたことですかね（笑）。」

井上さんが責任ある立場になられていくのを見
て、どう思いますか？
比嘉「井上さんのように、仕事もできて教えるのも上
手な人になるのが目標です。井上さんが土台をつくっ
た事業所を引き継ぎ、初めて2つの事業所の責任者に
なりましたが、これまでと変わらず安全においしく、
食事を提供できるよう頑張ります。」
井上「照れますね。比嘉さんにそんなに褒めてもらっ
たのはじめてかも（笑）。」

コロナ禍が収束したらやってみたいことは？
比嘉「食事を出すだけではなく、以前のように入居者
様とふれあいのあるイベントができるようになればい
いなと思います。」
井上「現場や本社の方々との会議がリモートになった
ので、やっぱりみんなで顔を合わせて話をしたいです。」

表紙の人 インタビュー

［市場情報］メディカル給食市場の展望…………………………………………………………………………………… 3



巻
頭
言

令
和
2
年
4
月
1
日
に
今
の
ポ
ス
ト
に

配
属
と
な
り
1
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
室
で
は
、

主
に
病
院
の
業
務
委
託
に
関
連
す
る
こ
と

を
所
掌
し
て
お
り
、
医
療
法
に
規
定
す
る

8
つ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
業
務
を
通
じ
て
日
本
メ
デ
ィ

カ
ル
給
食
協
会
を
始
め
、
様
々
な
医
療
関

連
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
関
係
団
体
の
皆
様
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
、
改
め
て
病
院

運
営
の
外
部
委
託
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
等
、業
界
の
活
性
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
4
月
は
ご
存
じ
の
と
お
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
第
二
波

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
し
た
。

検
体
検
査
、
院
内
清
掃
、
病
院
給
食
及
び

リ
ネ
ン
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
る
業
務
も
多
く
、
特
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
の
確
保
、
民
間
検
査
機
関
（
衛

生
検
査
所
）
で
の
検
査
可
能
件
数
の
増
加

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
と
同

時
に
医
療
機
関
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
感
染

の
リ
ス
ク
が
叫
ば
れ
、
業
務
委
託
を
請
け

負
う
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
も
感

染
対
策
を
早
急
に
検
討
し
対
応
す
る
事
態

に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
直
面
し
、
そ
う
し

た
事
業
者
や
関
係
団
体
か
ら
当
室
に
多
く

の
相
談
・
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
は
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご

協
力
も
得
な
が
ら
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

に
お
い
て
も
、
そ
の
猛
威
は
止
ま
る
こ
と

は
な
く
、新
た
な
変
異
株
が
次
々
と
現
れ
、

過
去
に
な
い
新
規
感
染
者
数
を
毎
日
更
新

し
て
い
る
状
況
で
、
東
京
都
な
ど
複
数
の

都
道
府
県
が
緊
急
事
態
宣
言
の
真
っ
只
中

で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
生
活
の
様
式

を
一
変
さ
せ
、
特
に
食
に
関
わ
る
部
分
に

つ
い
て
も
大
人
数
で
の
会
食
は
制
限
さ

れ
、
学
校
で
は
向
き
合
っ
て
の
食
事
か
ら

全
員
で
一
方
向
に
向
い
た
会
話
無
し
の
ス

タ
イ
ル
に
変
化
し
ま
し
た
。
楽
し
い
は
ず

の
食
事
が
今
と
て
も
残
念
な
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
マ
ス
ク
な
し
の

楽
し
い
会
食
が
で
き
る
生
活
に
戻
り
た
い

も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
に
わ

た
っ
て
変
異
し
て
い
く
ウ
イ
ル
ス
と
感
染

の
拡
大
と
終
息
を
繰
り
返
す
現
状
に
対
し

て
は
、
仕
事
も
私
生
活
も
少
し
ず
つ
工
夫

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
来
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
を
受
け
入
れ

る
病
院
も
含
め
、
医
療
提
供
体
制
の
維
持

に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
医
療
機

関
が
医
療
を
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
て
お
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
「
笑
食
快
膳
」
へ
の
寄
稿

と
い
う
こ
と
で
、「
食
」
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
食
欲

は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な

欲
求
の
一
つ
で
生
命
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
食
事
に
よ
り
栄

養
素
を
体
に
採
り
入
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
人
間
に
と
っ
て
食
事
は
単
な

る
栄
養
の
補
給
に
止
ま
ら
ず
、
食
事
と
し

て
の
料
理
の
色
、
に
お
い
、
味
、
形
を
楽

し
み
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
か
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
少
期
か
ら
児
童
、
学
生
を
経
て
社
会

人
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
人
と
の
つ
な

が
り
と
と
も
に
会
食
の
機
会
も
年
齢
を
重

ね
る
毎
に
そ
の
範
囲
は
広
が
り
続
け
ま
す
。

私
の
中
で
給
食
と
言
え
ば
真
っ
先
に
小

学
校
の
給
食
を
思
い
出
し
ま
す
。当
時
は
、

学
校
内
の
調
理
室
で
、
い
わ
ゆ
る
給
食
の

古
田　

章

厚
生
労
働
省 

医
政
局 

地
域
医
療
計
画
課
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス 

室
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

食
生
活
の
変
化
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お
ば
さ
ん
が
調
理
し
て
、
給
食
当
番
が
教

室
ま
で
運
ぶ
と
い
う
の
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
が
国
立
病
院
に
採
用
さ
れ
た
当
時
は

院
内
調
理
が
当
た
り
前
の
時
代
で
あ
り
、

食
材
を
調
達
し
て
調
理
師
の
職
員
が
院
内

で
調
理
し
て
い
ま
し
た
。
病
院
に
八
百
屋

さ
ん
や
魚
屋
さ
ん
が
出
入
り
し
て
い
た
の

は
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。
時
代
は

変
わ
り
、
学
校
給
食
も
病
院
給
食
も
外
部

委
託
が
進
み
ま
し
た
。
医
療
関
連
サ
ー
ビ

ス
振
興
会
の
調
査
で
は
病
院
給
食
の
委
託

率
は
約
70
％
で
30
年
前
か
ら
比
べ
る
と
大

き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
提
供

の
仕
組
み
の
変
化
と
同
時
に
食
事
の
適
時

適
温
で
の
提
供
、
味
や
品
質
の
見
直
し
も

進
ん
で
い
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
私
自
身
も
数
年
前
、
整
形
外
科
に
3
日

間
入
院
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自

由
に
動
け
な
い
入
院
生
活
で
楽
し
み
だ
っ

た
の
は
病
院
給
食
だ
っ
た
こ
と
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
と
同
時
に
、
い
か
に
普
段
濃
い

味
に
慣
れ
て
い
る
か
を
思
い
知
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
今
は
、
給
食
業
界
も
例
外
な

く
少
子
化
の
影
響
を
受
け
、
人
材
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
少
子

高
齢
化
が
進
み
給
食
の
需
要
は
一
定
程
度

あ
る
も
の
の
管
理
栄
養
士
や
調
理
師
な
ど

給
食
に
関
わ
る
労
働
力
は
縮
小
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
人
材
の
確
保
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
更
な
る
業
務
の
効
率
化

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

医
食
同
源
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
、
な
か
な
か
頭
で
は
分

か
っ
て
い
て
も
普
段
の
生
活
の
中
で
採
り

入
れ
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。
時
間
が
無
い

こ
と
を
理
由
に
つ
い
食
べ
た
い
も
の
簡
単

な
も
の
に
な
り
が
ち
で
す
。
健
康
に
は
適

度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
の
運

動
は
何
と
か
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
ベ
ス
ト
体
重
を
保
つ
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
も
う
少
し
、
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
な
が
ら
健
康
に

留
意
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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1
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
現
状

医
療
や
介
護
の
現
場
に
お
け
る「
食
事
」

と
「
栄
養
」
は
、
入
院
患
者
や
入
所
高
齢

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
、
そ
し
て
、
入
院
期
間

の
短
縮
化
や
介
護
度
の
改
善
に
貢
献
し
て

い
る
。

各
種
制
度
の
改
定
や
栄
養
に
対
す
る
認

識
の
変
化
か
ら
、
こ
こ
ま
で
市
場
拡
大
し

て
き
た
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
（
病
院
給
食
、

高
齢
者
施
設
給
食
）
で
あ
る
が
、
前
者
は

病
院
数
と
病
床
数
の
減
少
か
ら
微
減
傾
向

が
続
き
、
後
者
は
新
設
施
設
の
頭
打
ち
か

ら
一
時
期
の
勢
い
は
な
い
。

〈
病
院
給
食
〉

病
院
給
食
は
、
病
院
数
や
病
床
数
が
減

少
し
、
病
床
稼
働
率
も
横
ば
い
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
病
院
側
の
固
定
費
削
減
や
安

全
性
の
高
い
食
事
提
供
へ
の
要
請
、
入
院

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
と
食
事
を
通
し
た
治

療
へ
の
取
組
み
も
あ
り
、
外
部
委
託
率
は

高
い
水
準
に
あ
る
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
が
病
院
受
託
を
得

る
た
め
に
、
一
時
期
、
激
し
い
値
引
き
競

争
が
行
わ
れ
た
が
、
昨
今
は
、
自
社
の
収

益
安
定
に
配
慮
し
、
無
理
な
値
引
き
受
託

を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
人
手
不
足
や
食

材
費
高
騰
を
背
景
に
、赤
字
受
託
を
回
避
、

値
上
げ
要
求
が
通
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

撤
退
も
出
て
い
る
。

一
方
、
顧
客
で
あ
る
病
院
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
化
し
て
い
る
。
病
院
の
情
報
開

示
が
進
み
、
病
院
同
士
の
患
者
獲
得
競
争

が
激
し
く
な
る
中
、
患
者
か
ら
選
ば
れ
る

病
院
と
な
る
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
に

重
点
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
行
き
過

ぎ
た
経
費
削
減
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
的

低
下
は
患
者
満
足
度
の
低
下
を
招
く
。

人
件
費
、
食
材
費
、
物
流
費
等
が
上
昇

す
る
中
、
患
者
給
食
の
質
を
維
持
す
る
た

め
に
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
コ
ス
ト
面

の
合
理
化
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
物
流

や
仕
入
の
一
元
化
、
食
品
メ
ー
カ
ー
と
の

直
取
引
に
よ
る
原
価
低
減
、
共
同
仕
入
機

構
の
設
立
で
バ
イ
イ
ン
グ
パ
ワ
ー
を
つ
け

る
等
、
高
品
質
な
給
食
を
提
供
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

矢
野
経
済
研
究
所
の
推
定
で
は
、
直
営

（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た
２
０
２

０
年
度
の
病
院
給
食
市
場
は
、
前
年
比

98
・
4
％
の
1
兆
１
３
４
０
億
円
と
な
っ

た
。
こ
こ
数
年
は
病
床
数
の
減
少
で
微
減

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
病
院
給
食
の
委
託
市
場
は

微
増
傾
向
に
あ
り
、
２
０
２
０
年
度
は

46
・
5
％
（
有
床
診
療
所
含
む
）
の
委
託

率
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
委
託

の
背
景
に
は
患
者
給
食
の
質
的
向
上
と
病

院
経
営
の
効
率
化
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
。
な
お
、
依
然
と
し
て
直
営
か
ら
の
切

り
替
え
も
あ
り
、
委
託
業
者
変
更
の
た
め

の
コ
ン
ペ
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
企
業
側
の
栄
養
士
や
調
理
ス
タ

ッ
フ
の
不
足
か
ら
、
コ
ン
ペ
へ
の
参
加
見

送
り
や
、
赤
字
事
業
所
か
ら
の
撤
退
も
目

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
市
場
の
展
望

株
式
会
社
　
矢
野
経
済
研
究
所

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
　
加
藤
　
肇

特
別
研
究
員
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立
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
委
託
率
の
伸

び
は
鈍
化
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
の
春
先
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
院
内
感
染
者
が
発
生

し
た
病
院
を
除
き
、
入
院
患
者
数
に
大
き

な
変
動
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
不
要
不

急
の
通
院
や
緊
急
性
の
低
い
手
術
は
敬
遠

さ
れ
、
病
院
経
営
は
悪
化
し
て
い
る
。
な

お
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
見
る
と
、
病

院
給
食
分
野
の
減
少
は
限
定
的
で
あ
る
。

新
調
理
、
院
外
調
理
に
つ
い
て
は
、
前

述
し
た
病
院
で
の
経
営
改
善
の
進
行
、
ク

ッ
ク
チ
ル
や
真
空
調
理
な
ど
の
調
理
方
法

の
改
良
、
食
の
安
全
・
安
心
を
担
保
で
き

る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
設
備
・
ノ
ウ
ハ
ウ

の
導
入
、
調
理
現
場
で
の
省
力
化
推
進
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
背
景
と
し
た
食
品
ロ
ス
の
削

減
な
ど
、
技
術
の
進
歩
と
時
代
の
流
れ
か

ら
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
院
内
新
調
理

や
院
外
調
理
へ
の
理
解
が
医
療
現
場
で
深

ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
人
手
不

足
に
よ
る
人
件
費
高
騰
、
パ
ー
ト
従
業
員

の
高
齢
化
、
特
に
朝
食
調
理
に
人
が
集
ま

ら
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
新
調
理
を
用
い

て
院
外
で
調
理
し
院
内
で
再
加
熱
す
る
Ｃ

Ｋ
・
Ｓ
Ｋ
方
式
が
、
病
院
給
食
で
ニ
ー
ズ

を
高
め
て
い
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

高
齢
者
施
設
給
食
の
市
場
規
模
は
、
か

つ
て
の
年
率
10
％
近
い
伸
び
と
比
べ
る
と

鈍
化
し
て
い
る
。
高
齢
者
施
設
給
食
は
、

特
養
、
老
健
の
新
設
が
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
比
較
的
食
事
単
価
の
と
れ
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
が
堅
調
で
あ
る
。

市
場
規
模
が
順
調
に
拡
大
し
て
い
る
高

齢
者
施
設
に
お
け
る
給
食
の
外
部
委
託
は

病
院
給
食
以
上
に
進
ん
で
お
り
、
病
院
給

食
市
場
の
伸
び
率
鈍
化
（
病
院
数
・
病
床

数
減
少
に
因
る
）
と
比
較
し
て
も
、
当
該

市
場
に
お
け
る
参
入
企
業
の
営
業
活
動
は

活
発
で
あ
る
。

矢
野
経
済
研
究
所
の
推
定
で
は
、
直
営

（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た
２
０
２

０
年
度
の
高
齢
者
施
設
給
食
は
、
前
年
比

１
０
２
・
1
％
、
１
０
０
９
４
億
円
と
な

っ
た
。
市
場
規
模
は
増
加
傾
向
が
続
い
て

お
り
、施
設
数
の
新
設
に
連
動
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
に
お
け
る
高
齢
者
施
設

給
食
は
66
・
8
％
の
委
託
率
と
な
っ
て
い

る
。
前
述
の
通
り
、
特
養
と
老
健
は
以
前

程
の
増
加
率
で
は
無
い
が
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
の
増
加
は
続
い
て
お
り
、
新
設
施
設

の
大
半
が
給
食
を
外
部
委
託
し
て
い
る
こ

と
が
市
場
を
牽
引
し
て
い
る
。
な
お
、
新

設
数
が
委
託
数
の
増
加
率
を
上
回
っ
た
結

〈病院給食における委託市場（2020年度）〉

2020年

病院 委託市場 46.5
非委託市場 53.5

100.0

高齢者施設委託市場 66.8
非委託市場 33.2

100.0

委託

市場
46.5%

非委託

市場
53.5%

2020年度

11,340億円

委託

市場
66.8

非委託

市場
33.2%

2020年度

10,094億円

※�「〈2021年版〉メディカル給食、在宅配食の市場展望」
より　（出所：矢野経済研究所推定）

〈病院給食の市場規模推移（2016～ 2020年度）〉
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※�「〈2021年版〉メディカル給食、在宅配食の市場展望」より（出所：矢野経済研究
所推定）

〈高齢者施設給食の市場規模推移（2016～ 2020年度）〉

9,124 9,399 9,685 9,887 10,094 

104.3% 103.0% 103.0% 102.1% 102.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

0

5,000

10,000

15,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

市場規模 前年度比
（億円）
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究所推定）

〈高齢者施設給食における委託市場（2020年度）〉

2020年

病院 委託市場 46.5
非委託市場 53.5

100.0

高齢者施設委託市場 66.8
非委託市場 33.2

100.0
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46.5%
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市場
33.2%
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10,094億円

※�「〈2021年版〉メディカル給食、在宅配食の市場展望」
より（出所：矢野経済研究所推定）
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果
、
委
託
率
は
横
ば
い
推
移
と
な
っ
て
い

る
。２

０
２
０
年
の
春
先
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
高
齢
者
施
設
給
食

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
特
養
、
老
健
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
入
所
型
介
護
施
設

は
継
続
的
に
運
営
さ
れ
た
た
め
、
給
食
へ

の
影
響
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
一
方
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
等
の
通
所
型
介
護
施
設
に
つ
い
て
は
、

特
に
感
染
が
拡
大
し
た
都
市
部
に
お
い

て
、
施
設
の
閉
鎖
や
休
業
が
発
生
し
、
昼

食
弁
当
の
提
供
を
控
え
る
動
き
も
あ
っ
た

た
め
、
年
間
を
通
し
て
影
響
し
た
。

2
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
に
お
け
る
人
材
の
重
要
性

〈
病
院
給
食
〉

病
院
給
食
に
お
け
る
外
部
委
託
の
本
来

あ
る
べ
き
姿
は
、
専
門
領
域
の
分
担
に
よ

る
質
、
量
（
栄
養
摂
取
量
、
適
正
カ
ロ
リ

ー
な
ど
）
共
に
充
実
し
た
食
事
の
提
供
に

よ
り
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
、
以
っ
て

早
期
治
癒
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

病
院
経
営
合
理
化
の
た
め
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
化
も
集
中
と
選
択
の
思
想
に
則

っ
て
、「
餅
は
餅
屋
」
と
し
て
、
患
者
給

食
を
専
門
家
で
あ
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業

に
任
せ
、
病
院
側
は
そ
の
分
本
来
の
医
業

（
給
食
な
ら
栄
養
指
導
な
ど
）
の
充
実
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

病
院
給
食
の
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
は
受
託
競
争
の
激
化
で
受
注
単
価

が
伸
び
悩
ん
だ
が
、
こ
こ
数
年
は
、
安
値

受
注
は
影
を
潜
め
、
受
託
価
格
は
上
昇
傾

向
に
あ
り
、
適
切
な
価
格
へ
と
収
斂
し
て

き
て
い
る
。

公
定
価
格
の
中
に
あ
る
病
院
給
食
と
い

え
ど
も
、
競
争
原
理
が
働
い
て
い
る
も
の

の
、
価
格
偏
重
か
ら
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質

的
向
上
を
委
受
託
の
基
準
に
す
る
流
れ
に

あ
り
、
士
気
の
高
い
管
理
栄
養
士
や
パ
ー

ト
を
採
用
す
る
に
は
人
件
費
の
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
。

病
院
側
管
理
栄
養
士
は
と
も
か
く
と
し

て
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
側
管
理
栄
養
士

の
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
病
院
は
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
企
業
に
対
し
て
、
受
託
条
件
に

管
理
栄
養
士
の
配
置
を
必
須
条
件
と
し
て

い
る
。
病
院
給
食
提
供
は
３
６
５
日
、
3

食
配
膳
の
た
め
、
病
院
給
食
従
事
者
は
変

則
勤
務
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、
管
理
栄
養
士
の
就
職
先
も
、
食

品
メ
ー
カ
ー
、
外
食
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
施

設
、
介
護
施
設
、
研
究
機
関
等
、
様
々
な

職
種
に
広
が
っ
て
お
り
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

企
業
を
希
望
す
る
管
理
栄
養
士
（
候
補
）

の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
。

現
場
調
理
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
雇
用

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
5
：
00

業
務
開
始
の
朝
食
準
備
の
早
朝
勤
務
に
は

人
が
集
ま
ら
な
い
。

輸
入
食
材
の
安
全
性
へ
の
不
安
、
中
国

な
ど
発
展
途
上
国
に
お
け
る
食
品
需
要
拡

大
、
物
流
費
の
高
騰
等
、
食
材
費
を
押
し

あ
げ
る
要
因
が
多
々
あ
り
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
企
業
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
と
っ
て
は
、
Ｆ

／
Ｌ
コ
ス
ト
低
減
と
、
安
全
で
「
お
い
し

い
食
事
」
の
提
供
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の

取
組
み
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
安
全
な

食
材
の
調
達
、
価
格
を
追
求
で
き
る
調
達

方
法
、食
材
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
調
理
法
、

人
件
費
を
効
率
化
す
る
調
理
方
法
な
ど

様
々
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
最
も
重
要
な
課

題
は
、
い
か
に
入
所
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め

る
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
食
の
提
供
が
必
要
で
、「
人
」
と
し
て

の
交
わ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
で
あ

る
。病

院
給
食
以
上
に
喫
食
者
と
接
し
な
が

ら
食
を
提
供
す
る
立
場
に
あ
る
高
齢
者
施

設
給
食
の
従
事
者
は
高
齢
者
と
の
接
し

方
、
常
に
高
齢
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿

勢
な
ど
、正
に
人
間
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
施
設
給
食
を
受
託
す
る
企
業
に
と

っ
て
は
、
他
の
給
食
事
業
に
比
べ
て
、
よ

り
高
度
な
従
業
員
の
教
育
体
系
を
整
え
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

元
々
、
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
に
参
入
し
て

い
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
入
社
を
希
望

す
る
管
理
栄
養
士
候
補（
4
年
生
大
学
卒
）

は
、
福
祉
に
対
す
る
考
え
方
が
し
っ
か
り

し
、高
齢
者
へ
の
接
し
方
を
心
得
て
お
り
、

そ
の
業
務
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

高
い
者
が
多
い
。
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
向
上
さ
せ
る
の
は
、
採
用
企
業
の

役
割
で
あ
り
、
日
々
の
業
務
と
研
修
制
度

に
裏
打
ち
さ
れ
る
。

と
り
わ
け
特
養
に
お
い
て
は
、
入
所
年

数
を
経
る
に
つ
れ
、
介
護
度
も
上
が
り
、

嚥
下
・
咀
嚼
困
難
度
も
上
が
る
。
喫
食
の

世
話
も
高
度
に
な
る
。
ま
た
、
心
身
の
老

化
が
進
む
こ
と
か
ら
、
調
理
の
手
間
や
食

事
介
助
な
ど
、
年
々
作
業
効
率
が
悪
く
な

る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
対
処
方
法
を
整
備

す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
一
方
、
有
料
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老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
施
設
の
方
針
や
入
所

者
の
要
望
に
沿
っ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
食
事

提
供
、
栄
養
摂
取
に
留
ま
ら
な
い
付
加
価

値
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

病
院
給
食
と
同
様
、
高
齢
者
施
設
の
給

食
事
業
者
に
お
け
る
人
手
不
足
は
深
刻
で

あ
り
、
特
に
入
所
者
数
が
少
な
い
小
規
模

施
設
で
は
、
朝
食
対
応
中
心
に
困
難
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
、
完
調
品
の

使
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
食
材
に
お
け

る
冷
凍
食
品
や
チ
ル
ド
食
品
、
主
菜
、
副

菜
、
デ
ザ
ー
ト
ま
で
揃
え
た
完
成
メ
ニ
ュ

ー
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。3

病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
見
通
し

〈
病
院
給
食
〉

病
院
給
食
の
総
市
場
は
微
減
推
移
し
て

お
り
、
今
後
２
０
２
５
年
に
か
け
て
も
同

じ
傾
向
が
続
く
も
の
と
見
ら
れ
る
。

伸
び
悩
み
の
原
因
は
医
療
行
政
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
、
厚
生
労
働
省
は
医
療
費
の
削
減
を
最

優
先
に
考
え
て
お
り
、
長
期
療
養
病
床
の

削
減
、
平
均
在
院
日
数
の
削
減
等
が
推
し

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
病
床
数
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

病
院
給
食
市
場
の
縮
小
が
今
後
も
予
想

さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
委
託
化
市

場
は
今
後
も
徐
々
に
拡
大
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

病
院
経
営
の
効
率
化
と
患
者
給
食
の
質

的
向
上
は
、
一
見
背
反
す
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
こ
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

不
変
の
命
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
く

鍵
は
、
外
部
の
専
門
家
に
委
託
す
る
こ
と

が
最
も
効
果
の
高
い
方
策
と
考
え
ら
れ
、

つ
ま
り
有
能
な
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
委

託
す
る
こ
と
が
病
院
経
営
改
善
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
側
も
何
が
何
で
も

受
託
し
よ
う
と
い
う
動
き
か
ら
、
比
較
的

収
益
の
取
れ
る
事
業
所
を
受
託
し
よ
う
と

い
う
動
き
に
変
わ
っ
て
お
り
、
価
格
一
辺

倒
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年

度
の
病
院
給
食
の
外
部
委
託
率
は
受
託
金

額
ベ
ー
ス
で
46
・
5
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

外
部
委
託
化
は
徐
々
に
進
行
し
て
お
り
、

２
０
２
５
年
度
に
は
受
託
金
額
ベ
ー
ス
で

委
託
率
は
52
・
4
％
に
ま
で
高
ま
る
見
通

し
で
あ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

高
齢
者
施
設
給
食
は
、
伸
び
率
が
鈍
化

し
た
と
は
い
え
、
今
後
数
年
は
年
率
3
～

4
％
程
度
の
ペ
ー
ス
で
施
設
数
は
増
加
す

る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
で
は
、
比
較
的
外
部
委
託
率
の

低
い
特
養
が
、
そ
の
潜
在
市
場
の
大
き
さ

か
ら
期
待
で
き
、
今
後
も
新
設
が
予
想
さ

れ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
も
期
待
さ
れ
る
。

２
０
２
０
年
度
の
高
齢
者
施
設
給
食
の

外
部
委
託
率
は
66
・
8
％
で
あ
る
が
、
今

後
も
新
規
施
設
の
設
立
当
初
か
ら
の
委
託

と
既
存
施
設
で
の
委
託
化
が
進
む
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
、人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し
、

就
業
人
口
が
増
え
な
い
日
本
で
は
、
調
理

〈病院給食の市場規模予測（2021～ 2025年度）〉

11,159 10,980 10,801 10,631 10,461 

98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

0

5,000

10,000

15,000

2021年度(予) 2022年度(予) 2023年度(予) 2024年度(予) 2025年度(予)

市場規模 前年度比（億円）

※�「〈2021年版〉メディカル給食、在宅配食の市場展望」より（出所：矢野経済研究所推定）

〈高齢者施設給食の市場規模予測（2021～ 2025年度）〉

10,308 10,529 10,758 10,993 11,236 

102.1% 102.1% 102.2% 102.2% 102.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

0

5,000

10,000

15,000

2021年度(予) 2022年度(予) 2023年度(予) 2024年度(予) 2025年度(予)

市場規模 前年度比（億円）

※「〈2021年版〉メディカル給食、在宅配食の市場展望」より（出所：矢野経済研究所推定）
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現
場
の
人
手
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
企
業
の
撤
退
（
直
営
化
）
や
コ

ン
ペ
へ
の
不
参
加
な
ど
、
給
食
を
委
託
で

き
な
い
小
規
模
施
設
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
完
調
品
な
ど
加
工
食
品
の
レ

ベ
ル
が
向
上
し
、
委
託
給
食
に
頼
ら
な
い

施
設
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。

高
齢
者
施
設
給
食
は
治
療
を
目
的
と
す

る
病
院
給
食
と
は
や
や
異
な
り
、
病
気
で

な
い
高
齢
者
（
健
常
者
）
を
対
象
に
メ
ン

タ
ル
面
を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
ケ
ア
を

目
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
1
日
3

回
の
楽
し
い
食
事
は
心
の
ケ
ア
の
意
味
を

持
ち
、
四
季
の
味
、
誕
生
祝
膳
、
イ
ベ
ン

ト
食
、
本
格
料
理
、
調
理
実
演
等
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
病

院
併
設
型
は
別
と
し
て
1
施
設
当
り
の
入

所
定
員
が
少
な
い
た
め
、
食
材
を
現
場
発

注
す
る
施
設
も
多
く
、現
場
ス
タ
ッ
フ（
調

理
師
、
栄
養
士
）
の
裁
量
も
大
き
い
。
個

食
対
応
（
禁
食
）
や
入
所
定
員
の
少
な
さ

等
非
効
率
な
面
も
多
い
が
、
一
括
受
注
に

よ
る
全
面
受
託
の
可
能
性
が
高
い
。

今
後
は
家
族
を
含
む
利
用
者
に
、
高
齢

者
施
設
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
選
ば
れ
る
時

代
と
な
り
、
質
の
高
い
楽
し
い
食
事
サ
ー

ビ
ス
は
大
き
な
選
択
要
因
と
な
る
。

一
方
、
厚
生
労
働
省
の
施
策
と
し
て
、

「
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
構
築
」

の
号
令
の
も
と
、
予
防
型
介
護
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
、
地
域
社
会
に
よ
る
介
護
の
包

括
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
施
設
給
付
の
見
直

し
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
施
策
の

中
で
、
高
齢
者
施
設
で
の
食
費
が
個
人
負

担
と
な
っ
た
が
、
入
所
者
が
喫
食
し
な
く

な
る
訳
で
は
な
く
、
食
数
が
減
る
訳
で
も

な
い
。
要
は
個
人
負
担
に
耐
え
る
だ
け
の

充
実
し
た
食
事
提
供
が
な
さ
れ
れ
ば
、
今

後
と
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
ト
レ
ン
ド
に

は
変
わ
り
は
無
い
。

な
お
、
食
事
の
個
人
負
担
化
に
伴
い
、

栄
養
管
理
の
点
数
化
も
進
み
、
栄
養
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
受
け
皿
作
り
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
意
味
で
は
給
食
サ
ー
ビ
ス
企

業
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

4
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
規
模
予
測

〈
病
院
給
食
〉

病
院
給
食
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
状
況

等
を
見
る
と
、
外
部
委
託
率
は
50
％
程
度

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
国
内
に
お
い
て
も
国

公
立
病
院
、
大
学
病
院
な
ど
の
大
規
模
病

院
は
職
員
の
雇
用
保
障
の
問
題
が
あ
り
、

外
部
委
託
も
部
分
委
託
等
か
ら
始
め
て
お

り
、
委
託
化
の
進
展
は
漸
進
的
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
、
専
業
、
総
合
を
問
わ
ず
給

食
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
病
院
給
食
へ
の
営
業

注
力
も
激
し
さ
が
緩
み
、
一
時
期
の
伸
び

は
な
い
が
、
今
後
も
病
院
給
食
受
託
は
増

え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

高
齢
者
施
設
給
食
に
つ
い
て
は
、
今
後

数
年
は
年
率
3
％
前
後
の
伸
び
が
見
込
ま

れ
、
２
０
２
５
年
度
に
は
１
１
２
３
６
億

円
に
達
し
、
病
院
給
食
市
場
と
逆
転
す
る

と
予
想
さ
れ
る
。

新
規
施
設
で
は
概
ね
給
食
委
託
が
多

く
、
既
存
施
設
に
つ
い
て
も
合
理
化
の
一

貫
か
ら
給
食
の
外
部
委
託
化
が
進
み
、
高

齢
者
施
設
給
食
市
場
の
委
託
数
は
今
後
も

増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
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 ◆患者給食受託責任者資格認定講習会
　当協会の2021年度講習会・研修会の計画に沿い、講習会のトップとして患者給食受託責任者資格認定講習会
を、６月10 ～ 11日の東京会場（ベルサール高田馬場イベントホール）で開催しました。
　今年の講習会も昨年と同様に『新型コロナウイルス感染症』対策に気を配りながら実施しました。
　連日マスコミで報道される緊急事態宣言の都府県名、まん延防止等重点措置の道県など目まぐるしく変化する
日々でした。そのような状況下の中で実施した講習会が患者給食受託責任者資格認定講習会です。都道府県外の
移動制限が発令されるなか、各会場の使用の諾否、会場制限の可否を検討しましたが「受託責任者の配置を確保
するため資格を取得させたい。」、「従業員の健康管理、安全対策を優先させたい。」と各社から多くの意見をいた
だき、ソーシャルディスタンスを確保するスペース、換気の確保、サーモグラフィによる健康チェック、手指消
毒、マスク着用と受講生の協力があり、安全確保を第一にすることで、その後も札幌会場、大阪会場、福岡会場
での開催を無事に終えることができました。
　しかし、東京会場、大阪会場だけは1000人規模の開催となるため、スペースを確保できる会場が無いこと、
日程変更による講師を確保できないことから、初めてWebによる同時開催とすることとなりました。
　各支部事務局のご協力を得てこその結果であり、関係者の皆様に改めて、感謝申し上げます。
　各会場は、十分なスペースが確保され、２日間にわたり講習会を行いました。初日の講義は午後からの開始で
あったため、早朝の仕事を終えてからの参加者も多く、睡魔と暑さに戦いながら90分間、分厚いテキストを注
視しながら必死にメモをとるマスク姿の受講生の姿が見られました。２日間、計４人の講師からの解説と、その
後は自己研修から演習問題への解答と移り、８月11日締め切りという義務期間の答案用紙提出に向け、真剣に
説明を聞く受講生の姿は印象的でした。

各会場の参加人数は次のとおりです。
札幌会場（北海道自治労会館）	 72	 （44）名	
東京会場（ベルサール高田馬場）	 798	（569）名	 内Web：613
大阪会場（大阪ATCホール）	 658	（111）名	 内Web：496
福岡会場（福岡国際会議場）	 119	 （73）名	

※（　）内は昨年の参加者数

研　修　報　告
2021年度 研修会等実績状況
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 ◆新規採用栄養士研修会
　新規採用栄養士研修会は、今年度も新型コロナウイルス感染症の発生が沈静化されな
い状況下に行われました。当協会、栄養士委員会の協力を得て各支部の幹事長の方々に
講師となっていただき実施しました。また、賛助会員でもあるサラヤ㈱にもご協力を得
て、全５会場に講師を派遣していただきました。
　この研修会の時期も、新型コロナウイルス感染症の感染状況が高い地域もありました
が、既に６月に実施した受託責任者資格認定講習会の開催経験から研修生に対しては十
分な注意を払い７月間で５会場で開催することができました。
　各会社に採用となって３ヶ月が経過し、昨年同様に入社式もなく、まして新入社員研
修も開催できないなど、各事業所の現場で責任者から個々に指導を受けている状況から
か、研修会受付で同期生・同級生（会社を問わず）に会い歓喜のひとときを語りあう姿
もありました。
　「衛生管理」、「受託会社の管理栄養士、栄養士のスキル」をテーマとした半日間の講
義でしたが、入社から３ヶ月で周囲を見る余裕が出てきたこの時期、メモをとる姿は真
剣でした。

各会場の参加人数は次のとおりです。
札幌会場（北海道自治労会館）	 38	 （27）名
東京会場（国立オリンピック記念青少年総合センター）	 70	 （33）名
名古屋会場（名古屋IMYビル）	 90	 （83）名
大阪会場（大阪国際交流 センター）	 89	 （37）名
福岡会場（福岡商工会議所）	 34	 （33）名

※（　）内は昨年の参加者数

 ◆外国人技能実習評価試験
　外国人技能実習制度において「医療・福祉施設給食製造職種／医療・福祉給食製造作
業」が2018年11月16日に認定され、2019年４月から会員会社等にあっては、監理
団体との連絡により外国人技能実習生を採用しております。当協会は技能実習実施団体
として技能実習２号移行職種の団体となっており、2020年１月から各社で雇用された
技能実習生の試験を実施してまいりました。
　しかし、導入２年目の本年４月以降も新型コロナウイルス感染症発生のため、各地の
試験会場（地方自治体の会議室・厨房施設、栄養大学等の教室・実習施設）が全て使用
不可となり、延期となった試験の調整に明け暮れる日々となりました。４～５月は試験
が全て中止になりましたが、６月28日の大阪会場から再開となり、８月末現在で10会
場において150名が受検し、全員が合格しております。
　９月以降の計画も緊急事態宣言、まん延防止対策が追加で発令される道県があり、年
内実施に向け調整中です。
　各支部の会員の皆様には、各試験会場の試験監督員・補佐員としてご支援をいただい
ております。
今後も新たな登録者が増加しますので、引き続き会員の皆様にはご協力をいただきたく、
お願い申し上げます。
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Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
関
東
給
食
株
式
会
社
の
事
業
を

受
け
継
ぎ
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
、
２
０
１
７
年
に
現
在
の
社

名
に
改
名
し
た
。

　

同
じ
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
）
と
は
協
力
関

係
に
あ
り
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
運
営
す
る
有
料
老
人
ホ
ー

ム
「
イ
リ
ー
ゼ
」
の
他
、
介
護
・
福
祉
施
設
給
食
、
産
業

給
食
、
学
校
給
食
、
保
育
園
給
食
、
介
護
施
設
向
け
完
調

品
販
売
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

社
名
の
由
来
と
、
企
業
理
念

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
特
例
子
会
社
を
除
き

グ
ル
ー
プ
会
社
の
本
社
を
す
べ
て
六
本
木
オ
フ
ィ
ス
に
集

約
し
て
い
る
。
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
で
、
仕
切
り
の

な
い
広
々
と
し
た
フ
ロ
ア
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
超

え
て
各
社
の
デ
ス
ク
が
並
ん
で
い
る
。代
表
取
締
役
社
長
・

嘉
村 

浩
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
と
い
う
社
名
の
由
来
は
、
人
の
輪
を

大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
中
で
も
我
々
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
食
を
通
じ
て
『
安
心
・
安
全
な
日
々

の
提
供
』
と
『
喜
び
の
瞬
間
の
創
造
』
を
追
求
す
る
こ
と

を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
、食
事
の
時
間
が
楽
し
み
で
、

待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
に
。食
事
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
食
べ
る
時
間
も
含
め
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
そ
れ
が
、
当
社
の
根
幹
に
あ
る
思
い
で
す
。

　

当
社
で
は
介
護
福
祉
施
設
が
約
80
％
、
学
校
給
食
が
約

 

H ITOWAフードサービス株式会社 
食事だけでなく、食事を楽しむ時間を提供したい。

介護
イリーゼ西大宮厨房内（上）。同施設に
勤務する井上さんと比嘉さん（下左）。
イリーゼ西大宮施設長・岡本さん（下右）。

会員企業
紹介
no.029
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2020年12月に行われた「HITOWAフードサービス 全体チーフ会議」にて、優秀APの表彰が行われました。

当社は、日々多くのAPの皆さんに支えられ、毎日安心安全で、美味しいお食事の提供ができております。

今回、日頃より現場を支えてくださっているAPさんに感謝の意を込め、フードサービスでは初めて優秀APの

表彰を行いました。今回の表彰は、勤続年数５年以上のAPさんを対象に、シフトへの協力度合いや業務においての貢献度などを勘案し、

貢献度が高かった方を運営部の各課に推薦していただきました。
もちろん、今回表彰されなかった方々も日々一生懸命に業務に取り組んでいただけていることは、重々に承知しております。

今年度からの取り組みとして、AP評価制度の導入を行っており、社員・APと雇用形態関係なく、頑張っていただいている方を

評価できる仕組みを作っています。今後も、皆さんが働きやすい、働きがいのある会社を目指してまいりますので、引き続きご尽力いただけますと幸いです。

優秀AP紹介

●受賞理由
配属事業所以外へのヘルプをフットワーク良く対応していた
だいたり、様々な業務に対して臨機応変にサポートいただい
たことが評価されました。
●受賞コメント
この度は大変名誉な賞をいただき誠にありがとうございます。私がヘルプで伺っ

た事業所で問題なく業務を行えているのは、温かく受け入れてくださるメンバー

やチーフの皆様のおかげです。今後とも私なりにがんばっていきます。
●岩津チーフからのメッセージいつも皆さんに明るく声をかけてくれたり、どんな仕事も率先して行っていただき

特にヘルプや急な変更時の素早い対応には、大変心強く日々感謝しています。

仲町台だけではなくHTOWAフードサービスにとって大事な方です。
これからもよろしくお願いいたします。

イリーゼ横浜仲町台下田 雅子さん（勤続7年2カ月）

●受賞理由
いつも明るく、元気に業務に取り組んでいただいています。
「必要としてくれるところがあれば私はどこへでも行くよ」と、
他事業所へのヘルプを積極的に対応していただいていること
が評価されました。
●受賞コメント
このような素晴らしい賞をありがとうございます。
これからも一生懸命がんばってまいります！よろしくお願いします。
●木島チーフからのメッセージ小城さんが表彰されると聞いて、小城さんを知る人は誰もが賛同したと思います。

その仕事ぶりは素早く丁寧、毎日いろいろな場面で助けていただいています。特に

ヘルプの要請には快く応じていただき、私たちのみならずヘルプ先からも感謝さ

れています。これからも健康に気を付けて共にがんばりましょう。

桜修館中等教育学校小城 和子さん（勤続10年2カ月）

●受賞理由
調理補助パートにも関わらず、他の事業所がピンチの時に
ヘルプ対応などを快く行ったり、自身に与えられた業務以上
の仕事をこなしたりするなど、大きな貢献をしていただいた
ことが評価されました。
●受賞コメント
この度はこのような賞をいただきありがとうございます。
これからも今までと同様にがんばっていきたいと思います。●青山チーフからのメッセージ優秀ＡＰおめでとうございます。いつも健康で明るく、テキパキとした丁寧な業務に助けられており、
大変感謝しております。これからもよろしくお願いします。

イリーゼ西宮の沢寺本 久美子さん（勤続6年1カ月）

●受賞理由
配属のAPさんが24名いる中、リーダーとなり率先して
サポートを行っていただいていることが評価されされました。●受賞コメント
平均年齢の非常に高い事業所ですが、みんなで日々がんばって働いています。

決して簡単な仕事ではありませんが、まだ働きたいと思いますので
これからもよろしくお願いします。●松木チーフからのメッセージ岡崎さんおめでとうございます。長年、みんなの先頭に立って一生懸命に働く姿に頭が下がる思いです。

本当にいつもありがとうございます。これからも体に気を付けて出来る限り長く続けていっていただきたいと思います。

引き続きみんなの模範となるようにがんばって下さい。

新東京病院岡崎 光子さん（勤続10年1カ月）

●受賞理由
雇用形態にとらわれず、積極的にサポートを行っていただい
ています。社員不在時には事務作業もこなしていただくなど
協力的な姿勢が評価されました。●受賞コメント
このような賞をいただき大変嬉しく思います。これからも事業所のメンバーと共に

力を合わせ心を一つにし、輪を大切に日々努力してまいります。●塩野入チーフからのメッセージ曽田さんには日々頼りにさせてもらっています。
仕事に対して真面目で熱心で愛があり、時にはみんなのお母さん的存在で相談に

ものってくれています。曽田さんに任せれば間違いないので安心感があり大変助かっています。

これからもイリーゼ北越谷の仲間と共によろしくお願いします。

イリーゼ北越谷曽田 光子さん（勤続５年7カ月）

運営
一課

運営
三課

運営
四課

運営
二課

学校
給食課

（勤続年数：2021年6月1日時点）
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14.6H
■ 平均残業時間

26.5%
■ 有給消化率

11.6%
■ 福利厚生利用率

※2021年4月末
時点

※店舗での会
員証提示を除く

（2021年3月末
時点）

（昭和37年）

3:7
■ 男女比

男
女

2020年

2018年

61.8億
56.4億

51.6億

■ 年間売上（円）

2019年

1

1962年10月
■ 設立

1,742名
（内AP1,172名）

■ 従業員数

数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数字字字字字字字字字字字字字字字字字字数字数字で見るHFS

勤続年数

10年以上（69人）

4.0%

3年未満（1,009人）

53.8%

3～5年（463人）

26.8%

5～10年（189人）

10.9%

20代（145人）

8.4%

10代（9人）

0.5%

30代（212人）

12.2%

40代（413人）

23.8%
50代（419人）

24.1%

60代（344人）

19.8%

70代（193人）

11.1%

■ 勤続年数
最長

33年1か月

■ 年齢構成
平均

51歳
HITOWAフー

ドサービス

代表取締役社
長

嘉村 浩

輸入食品等通
販小売会社に

25

年間勤務し営
業本部長・経

営

企画室長など
の経験を経て

、

2012年に長谷
川介護サービ

ス

（現：HITOW
Aケアサービス

）の

フードサービ
ス部に部長と

して

入社。
長谷川フード

サービス取締
役

部長を経て20
17年にHITOW

A

フードサービス
の社長に就任

。

■  HITOWAフードサービスの歩み

来年の2022年
10月、当社は6

0周年という大
きな節目を迎

えますが、皆さ
んは

その歩みをご
存じでしょうか

。

HITOWAフー
ドサービスは

、1962年の創
業以来、50年

にわたり給食
サービス

専門会社とし
て運営してきた

関東給食株式
会社の全事業

を2012年10月
に長

谷川フードサ
ービス（現：H

ITOWAフード
サービス）が譲

り受け、2017
年11月

に「HITOWAフ
ードサービス」

に社名変更し
、新たな出発を

いたしました。

■  長年共に歩んできた皆さんへ

2021年４月末
現在、10年勤

続以上の方が
69名いらっしゃ

います。

皆さんには、関
東給食時代か

ら勤続してい
ただいており

、現在も共に働
くこと

ができているこ
とを大変嬉しく

思います。あり
がとうございま

す。

引き続き、安心
・安全、そして

喜びを与える
お食事の提供

をお願いいた
します。

今後も一緒に
歩んでいきまし

ょう。

■  全従業員の皆さんへ

新型コロナウイ
ルス感染症拡

大に伴う最初
の緊急事態宣

言が発令され
てから

1年以上の月日
が経ちました

が、今もなおそ
の収束の目処

が立たない状
況が

続いています
。そのような中

でも、人々が生
きるために必

要な食の提供
を行っ

ている私たちは
勤務先の施設

に出向いて業
務を遂行しなけ

ればなりません
。

その中で、安心
・安全なお食

事をお客様に
提供するため

には、まず皆さ
んが

健康であるこ
とがとても大切

です。

お客様の喜び
は、安心・安全

でおいしいお
食事からだけ

でなく、皆さん
の

「ありがとう
」「こんにちは

」の一言や、プ
ラスアルファ

の気遣いがあ
るから

こそ生まれま
す。

コロナ禍で非
常にご苦労を

お掛けしてい
る中、日々誠実

に業務に向き
合い、

誠心誠意取り
組んでいただ

き、皆さんには
心より感謝して

おります。

今後も健康に
留意し、来年の

60周年を晴れ
やかな気持ち

で迎えられる
ようがん

ばっていきまし
ょう。

TOP MESSAGE
代表メ ッセージ

HITOWA フードサービス_社内報「FOODIES vol.12」_P01-P02

社内広報誌『FOODIES』社内広報誌『FOODIES』

給食事業給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業

全国で広く展開する「イリーゼ」では、地域性を反映した共通全国で広く展開する「イリーゼ」では、地域性を反映した共通
献立を採用。入居者の声を集め、食事の品質改善につなげられ献立を採用。入居者の声を集め、食事の品質改善につなげられ
るのは、同社の大きな強みだ。るのは、同社の大きな強みだ。

有料老人ホーム『イリーゼ西大宮』

サービス付き高齢者向け住宅
『ロイヤルデジデンス三橋』

社内広報誌『FOODIES』社内広報誌『FOODIES』

給食事業給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業

年に２回発行社内広報誌。嘉村社長からのメッセージや、優秀事業所の表彰、施設年に２回発行社内広報誌。嘉村社長からのメッセージや、優秀事業所の表彰、施設
ごとのユニークな取り組みやノウハウの共有など、さまざまな情報が盛り込まれてごとのユニークな取り組みやノウハウの共有など、さまざまな情報が盛り込まれて
いる。コロナ禍においては情報発信ツールとして存在感を増している。いる。コロナ禍においては情報発信ツールとして存在感を増している。

衛生管理の周知・徹底のため、毎月配布される衛生管理の周知・徹底のため、毎月配布される
「衛生通信」が事務所内に掲示されている。「衛生通信」が事務所内に掲示されている。

表紙を飾った比嘉さんが兼任で担当。表紙を飾った比嘉さんが兼任で担当。
イリーゼとほぼ同じイリーゼとほぼ同じ献立をベースにしている。献立をベースにしている。

イリーゼ西大宮の通路に貼られたイリーゼ西大宮の通路に貼られた献立表献立表。。
食べるのが楽しみになるような料理の写真が印象的。食べるのが楽しみになるような料理の写真が印象的。
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就任して4年目の嘉村 浩代表取締役社長。
リモートワークなどの働き方改革を推進す
るなど、社員たちからの信頼は厚い。

12
％
、
約
８
％
が
社
員
食
堂
と
い
う
売
上

構
成
で
す
。
介
護
福
祉
施
設
に
特
化
さ
れ

て
い
る
の
は
、
イ
リ
ー
ゼ
に
お
い
て
施
設

運
営
と
食
事
提
供
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
で

担
っ
て
お
り
、
施
設
様
、
入
居
者
様
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
品
質
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
好
循
環
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
リ
ー
ゼ
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

一
都
三
県
を
中
心
に
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
２
４
２
か
所
の
給
食
事
業
を
受

託
し
て
い
ま
す
。」

社
員
は
宝
。
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
社
長
の
役
目

　
「
２
０
１
７
年
の
社
長
就
任
か
ら
、
従

業
員
、
特
に
女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
女
性
の
管

理
職
を
増
や
し
、
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル

ド
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

と
、
産
休
や
育
休
の
あ
と
も
復
帰
し
や
す

い
環
境
の
整
備
。
例
え
ば
最
近
導
入
し
た

ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
で
は
、
出
勤

や
退
勤
の
時
間
を
自
由
に
調
整
で
き
る
ほ

か
、
一
日
当
た
り
の
働
く
時
間
を
変
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。『
明
日
は
子
ど
も
の

面
倒
を
見
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
時
短
勤

務
に
し
、そ
の
分
を
別
の
日
に
充
て
よ
う
』

と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
一
人
ひ
と

り
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
環
境
づ
く
り
は
、
長
く
勤
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
非
常
に
重
要
で
す
。

長
く
勤
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
会
社
に

し
て
い
け
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。
当
社

で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、

雇
用
形
態
を
問
わ
ず
会
社
の
『
宝
』
で
す

か
ら
。
そ
の
方
々
が
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
、
私
の
役
目
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
に
は
従
業
員
の
紹
介
に
よ

る
採
用
制
度
も
あ
り
ま
す
。
紹
介
し
て
く

れ
た
従
業
員
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
渡
す

と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
れ
が
機
能
す
る

の
は
従
業
員
た
ち
が
会
社
を
好
き
で
い
て

く
れ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。
彼
ら
、
彼
女
ら

が
『
ウ
チ
の
会
社
は
い
い
よ
』
と
言
え
る

会
社
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
、
人
事
評
価
制
度
が

あ
り
ま
す
。
パ
ー
ト
も
含
め
た
全
従
業
員

に
対
し
、
や
る
気
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
方
、
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
る
方
に
は
し

っ
か
り
と
そ
れ
を
評
価
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。『
こ
れ
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
時
給
が
上
が
る
』
と
い
う

基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
前
向
き
に
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形態や食数など、日々確認する厨房内のスタッフ
たち（上左）。コロナ禍で残念ながら開催が難しく
なっている人気のイベント食「握り寿司」（下）

※スーパーフレックス制度の取組みは 16 ページからの「座談会」で詳しくご覧いただけます。

努
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
醸
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

深
刻
な
人
材
不
足
が
続
く
昨
今
、
採
用

活
動
に
必
殺
技
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
ひ

と
つ
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ

が
一
番
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も

推
進
し
て
お
り
、
会
議
や
研
修
、
衛
生
講

習
会
も
今
は
す
べ
て
リ
モ
ー
ト
で
す
。
と

い
っ
て
も
、
私
自
身
は
現
場
で
直
接
話
を

す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
非
常
に
つ
ら

い
で
す
ね
（
笑
）。
年
一
度
の
全
体
会
議

で
経
営
方
針
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て

も
、
リ
モ
ー
ト
だ
と
相
手
の
反
応
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
お
客
様
だ
け
で
な

く
、
現
場
の
社
員
た
ち
に
会
え
な
く
な
っ

た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。」

強
み
を
磨
い
て
尖
る

　
「
社
長
就
任
か
ら
４
年
間
で
、
事
業
所

の
数
は
約
４
倍
に
な
り
ま
し
た
。『
や
っ

ぱ
り
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
だ
よ
ね
』
と
介
護
福

祉
施
設
給
食
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
認
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
会
社
を
め
ざ
し
、
自

分
た
ち
の
強
み
を
磨
き
、
尖
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
食
事
関
連
の
事
柄
を
ト
ー
タ

ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
『
食
事
提
供
サ
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
』
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
手

作
り
し
て
ほ
し
い
、コ
ス
ト
を
抑
え
た
い
、

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
給
食
受
託
や
完
調

品
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
お
客
様
の
ご
要

望
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
か
ら
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

　

中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
の
完
調
品
で
す
。
日
々
、
同
一

献
立
で
７
千
名
を
超
え
る
施
設
の
利
用
者

様
に
食
を
提
供
し
て
い
る
、
調
理
師
や
栄

養
士
。
こ
れ
ら
食
事
提
供
の
プ
ロ
が
つ
く

る
最
新
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
食
事
で
あ

る
、
と
い
う
価
値
は
大
き
い
。
ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
い
完
調
品
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
美

味
し
さ
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
、
開
発
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
活

か
し
た
施
設
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

が
、
こ
の
六
本
木
オ
フ
ィ
ス
で
同
じ
フ
ロ

ア
に
い
る
こ
と
も
大
き
い
。
会
社
は
違
っ

て
も
、
関
連
す
る
部
署
同
士
は
並
ん
で
お

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
で
す
。

施
設
と
厨
房
の
壁
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

イ
リ
ー
ゼ
の
利
用
者
様
の
声
を
日
々
集

め
、
す
ぐ
に
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
で
き
る
の

で
す
。
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ホーム長の岡本さんは異業種から介護業界に
転職したという（左）。
さまざまな食感を楽しめる、栄養バランスのと
れた食事。写真は取材日の提供メニュー（下左）

　

こ
う
し
た
、
お
客
様
の
声
を
速
や
か
に

改
善
に
活
か
せ
る
運
営
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、
我
々
な
ら
で
は
の
独
自
の
強
み
に
な

っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
イ
リ
ー
ゼ
だ
け
で

な
く
受
託
施
設
様
に
対
し
て
も
、
施
設
運

営
と
食
事
提
供
の
壁
を
取
り
払
い
、
よ
り

利
用
者
様
に
ご
満
足
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
ま

す
。」

い
ず
れ
ま
た
、
自
分
の
目
で

現
場
を
見
て
回
り
た
い

　
「
今
は
１
日
も
早
く
全
国
の
事
業
所
に

足
を
運
び
、
従
業
員
の
声
を
直
接
聞
き
た

い
で
す
。
現
場
を
回
る
と
、
数
か
所
で
同

じ
よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。
そ
れ
こ
そ
が
今
の
当
社
の
課
題
な
ん

で
す
。
現
場
に
行
く
こ
と
で
、
今
、
会
社

で
何
が
起
き
て
い
る
か
、
と
い
う
発
見
が

あ
る
の
で
す
。

　

昔
は
私
も
人
手
が
足
り
な
い
と
き
に
現

場
に
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
し
、
ほ
ん

の
５
年
ほ
ど
前
ま
で
は
私
自
身
が
採
用
に

携
わ
っ
て
い
た
の
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
従

業
員
の
顔
が
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
今
は
違
い
ま
す
。
社
員
の
皆
さ
ん
も

私
の
顔
が
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

お
客
様
に
料
理
を
提
供
す
る
『
給
食
』

と
は
、
必
ず
人
の
手
が
必
要
な
、
人
の
手

を
介
す
る
仕
事
で
す
。
リ
モ
ー
ト
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
も
現
場
の

従
業
員
と
接
し
た
い
。
以
前
の
よ
う
に
、

自
分
の
目
で
現
場
を
見
て
回
る
こ
と
が
で

き
る
日
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ
と
を
、
強

く
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。」

毎
日
が
楽
し
い
と
、食
事
も

美
味
し
い

　

続
い
て
、
イ
リ
ー
ゼ
西
大
宮
の
ホ
ー
ム

長
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
岡
本
康
義
さ
ん
に

話
を
う
か
が
っ
た
。

　
「
イ
リ
ー
ゼ
は
全
国
１
１
８
か
所
で
展

開
し
て
い
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
運

営
は
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
行
い
、
給
食
を
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
し
て
い
ま
す
。
私

が
意
識
し
て
い
る
の
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ

会
社
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
客
様

で
あ
り
、
発
注
者
で
あ
る
と
い
う
関
係
だ

と
い
う
部
分
で
す
。馴
れ
合
い
に
な
ら
ず
、

責
任
感
を
も
っ
て
双
方
が
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
私
は
施
設
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
も
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
も
関
係
な
く
、

こ
の
イ
リ
ー
ゼ
で
働
く
す
べ
て
の
人
が
気

持
ち
よ
く
働
け
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
。
細
か
い
こ
と
で
す
が
、
厨
房
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※室内での取材は基本的にマスクを着用いただき、撮影時のみマスクを外していただきました。

HITOWAフードサービス株式会社
［本社］

〒106-0032
東京都港区六本木1-4-5
アークヒルズ サウスタワー
電話　03-6738-6114
総従業員数　1,747名
　　　（男 476名・女 1,271名 パート従業員含む）
　※文中の数値は取材日現在のものです

皆
さ
ん
に
や
り
た
い
こ
と
を
募
集
し
て
み

る
と
『
お
酒
を
飲
み
た
い
』『
女
子
会
を

し
て
み
た
い
』、『
ゴ
ル
フ
を
し
た
い
』
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
声
が
上
が
っ
た
ん
で
す

ね
。
そ
こ
で
全
体
レ
ク
と
は
別
に
、
少
人

数
の
個
別
レ
ク
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
お
酒
を
飲
み
た
い
方
々
に
は

『
ち
ょ
い
飲
み
酒
場
』
と
題
し
て
お
酒
を

飲
む
場
を
つ
く
っ
た
り
、
外
で
ち
ょ
っ
と

オ
シ
ャ
レ
に
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
女
子
会

を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
…
…
。

　

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
食
事
も
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
、
体
を
動
か
し
た
り
人
と
喋
っ
た

り
し
た
あ
と
の
ご
は
ん
の
ほ
う
が
美
味
し

く
感
じ
ま
す
よ
ね
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
自
主
的
に
進
め
て

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
姿
勢
は
、
私
自
身
と

て
も
心
強
く
、
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
介
護
も
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
も
、

人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
の
仕
事
で
す
。

私
も
ホ
ー
ム
長
と
し
て
そ
の
気
持
ち
に
し

っ
か
り
と
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
た
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｗ
Ａ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
挑
戦
は
続
く
。

の
備
品
が
不
足
し
た
ら
す
ぐ
補
充
す
る
、

と
い
う
よ
う
な
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が

持
っ
て
い
る
仕
事
へ
の
意
欲
が
下
が
ら
な

い
よ
う
気
を
配
る
、と
言
っ
た
点
で
す
ね
。

　

信
頼
関
係
を
築
き
、
互
い
の
責
任
を
し

っ
か
り
と
果
た
す
、
そ
う
い
う
関
係
性
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。」

　

岡
本
さ
ん
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
が

食
事
の
満
足
度
に
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る

の
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　
「
食
事
は
、
入
居
者
様
に
と
っ
て
楽
し

み
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
ん
で
す
よ
ね
。
毎

日
が
楽
し
い
と
、
食
事
も
美
味
し
い
。
け

れ
ど
日
々
の
暮
ら
し
か
ら
楽
し
み
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
ぶ
ん
食
事
に
強

く
執
着
し
、
ほ
ん
の
少
し
の
味
の
違
い
が

気
に
な
っ
た
り
、
す
ぐ
に
飽
き
が
き
た
り

し
て
、
食
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
し

ま
う
よ
う
に
感
じ
て
い
る
ん
で
す
。

　

イ
リ
ー
ゼ
西
大
宮
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
、
レ
ク
）
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。昼
食
後
に
毎
日
１
時
間
の
レ
ク
、

さ
ら
に
入
居
者
様
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に

合
っ
た
『
個
別
レ
ク
』
も
行
っ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　

個
別
レ
ク
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
下
で
も
何
か
入
居
者
様
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
い

う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
入
居
者
の
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月
間
の
総
労
働
時
間
を
満
た
せ
ば
、
出

退
勤
時
間
を
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
可

能
な
「
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
」。

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

業
界
に
先
駆
け
て
、
２
０
１
８
年
８
月
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
リ

モ
ー
ト
勤
務
を
中
心
に
働
き
方
改
革
が
推

進
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
所
属

が
異
な
る
6
名
の
女
性
社
員
（
内
、
4
名

は
栄
養
士
）
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
ス

ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
と
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
下
で
の
現
在
の
働
き
方
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
域
で
の
課
題
や
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

司
会
（
運
営
三
課
・
湯
田
さ
ん
。
以
下
、

司
会
）
司
会
の
湯
田
で
す
。
本
日
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

─
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
＆
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
で
働
く
今
の
環
境
は
い
か
が
で
す
か
？

江
村
「
リ
モ
ー
ト
は
、
実
は
あ
ま
り
活
用

で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
す
。
前
職
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
系
の
仕
事

だ
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ア
タ
イ
ム
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
時
間
帯
は
原
則
出
社
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ー
パ
ー

フ
レ
ッ
ク
ス
に
な
っ
た
こ
と
で
、
直
行
直

帰
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
休
日
の
次
の
日

に
長
め
に
働
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
調

整
で
き
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」

阿
部
「
私
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
か
え

っ
て
後
輩
た
ち
の
時
間
管
理
が
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
人
事
担
当
な
の
で
、
元
々

あ
ま
り
在
宅
勤
務
が
で
き
る
よ
う
な
職
種

で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
電
話
を
転
送

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
会
社
が
導
入
し
て
く

れ
て
、
課
題
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
は
ス
ム
ー
ズ
に
広

ま
り
ま
し
た
が
、通
常
の
業
務
も『
じ
ゃ
あ

課
題
は
何
？
そ
れ
を
ど
う
ク
リ
ア
す
る
？
』

っ
て
い
う
計
画
か
ら
実
行
ま
で
の
テ
ン
ポ

が
早
い
会
社
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

江え

村む
ら

　
未み

希き

さ
ん
（
栄
養
士
）

運
営
部 

運
営
二
課
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

数
字
管
理
、
施
設
と
厨
房
の
調
整
業
務
等
（
千
葉
・

近
畿
東
海
方
面
）を
担
当
。通
常
は
現
場
に
直
行
直
帰
。

座談会
スーパーフレックス制度×リモートワーク

私たちの現
い

在
ま

と未来

会員企業
紹介

HITOWAフードサービス
特別編
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三
𣘺
「
私
は
、
パ
ー
ト
で
入
社
し
て
今
年

か
ら
社
員
に
な
り
ま
し
た
。
前
職
で
給
食

業
界
に
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
新
鮮
で

す
。
友
人
の
話
を
聞
い
て
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
禍
で
在
宅
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
な
い

会
社
は
結
構
多
く
て
、
今
ま
で
経
験
し
た

会
社
の
中
で
も
、
進
歩
的
と
い
う
か
、
展

開
が
早
い
と
感
じ
ま
す
。
私
の
い
る
管
理

部
は
会
社
携
帯
を
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
マ
ホ
の
支

給
が
促
進
さ
れ
て
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。」

稲
見
「
私
た
ち
栄
養
課
は
、
繁
忙
期
と
そ

れ
以
外
の
時
期
と
の
落
差
が
激
し
い
の

で
、
多
忙
な
時
期
は
9
時
間
、
10
時
間
勤

務
し
、
締
切
・
提
出
が
終
わ
っ
た
ら
半
日

勤
務
に
し
よ
う
、
と
い
う
調
整
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
な
の
で
、
本
当

に
働
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
家
庭
と
の

両
立
も
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た
し
、
通

勤
が
な
い
っ
て
い
う
の
が
一
番
の
メ
リ
ッ

ト
で
、
身
体
の
軽
さ
を
痛
感
し
て
ま
す

（
笑
）。
残
念
な
の
は
、
仲
が
良
か
っ
た
メ

ン
バ
ー
に
会
え
な
い
、
会
話
で
き
な
い
こ

と
。
時
代
に
沿
っ
た
働
き
方
で
は
あ
り
ま

す
が
、
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
そ
こ
が
デ
メ

リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
か
。」

大
沼
「
私
も
衛
生
指
導
な
ど
、
外
出
が
多

い
の
で
、
以
前
ま
で
は
出
先
か
ら
本
社
に

戻
っ
て
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
自
宅
を
通
過
せ
ず
帰
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
グ
ッ
と
効
率
的
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
実
は
環
境
を
整
え
た
の

で
家
の
モ
ニ
タ
ー
の
ほ
う
が
大
き
く
て
見

や
す
い
（
笑
）
と
か
。
た
だ
、
衛
生
管
理

の
面
か
ら
は
、
実
際
に
話
を
し
て
み
な
い

と
理
解
し
て
も
ら
え
た
か
不
安
が
残
り
ま

す
し
、
目
視
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
は
リ

ス
ク
も
あ
り
ま
す
し
、
善
し
悪
し
で
す

ね
。」

佐
久
間
「
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
は
助
か

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
営
業
で
す
の
で
、

在
宅
は
ほ
ぼ
な
い
ん
で
す
（
笑
）。
ず
っ

と
外
に
い
る
感
じ
で
、
8
～
9
割
ぐ
ら
い

は
外
出
し
て
い
ま
す
ね
。」

次
は
、
お
ひ
と
り
ず
つ
に
質
問
を
。
大
沼

さ
ん
か
ら
。

─
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
の
時
、
衛
生
管
理

で
訪
問
で
き
ず
難
し
く
な
か
っ
た
で
す
か
？

大
沼
「
２
０
２
０
年
の
3
～
5
月
末
ま
で

は
、
私
た
ち
が
普
段
行
っ
て
い
る
項
目
を

現
場
チ
ー
フ
に
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
み
た
ら
皆
さ
ん
点
数
高
く
て

…
…
。『
や
る
意
味
あ
っ
た
か
な
？
』
っ

て
思
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
現
場
か
ら
質

問
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
よ
。『
こ

の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
』
と
か
『
こ
れ
っ
て
こ
う
い
う

こ
と
で
す
か
ね
？
』
っ
て
。
私
た
ち
よ
り

し
っ
か
り
確
認
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
の
で
、

結
果
的
に
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
は
、『
巡
回
確
認
す
る
こ
と

で
私
た
ち
が
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
て
し
ま
う

リ
ス
ク
よ
り
、
衛
生
指
導
に
行
か
な
い
方

が
リ
ス
ク
は
高
い
』
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
、
訪
問
し
て
い
ま
す
。

─
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
お
ひ
と
り
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
増
え
て
ほ
し
い
で
す
か
？

江
村
「
ま
だ
入
社
し
て
1
年
経
ち
ま
せ
ん

が
、
も
ち
ろ
ん
、
増
や
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
！
自
分
で
や
っ
て
て
男
だ
か
ら
女
だ

か
ら
と
感
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
す
が
、
担
当
先
で
も
「
女
性
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
さ
ん
は
初
め
て
で
す
」
っ
て
言
わ

れ
ま
し
た
の
で
。
や
っ
ぱ
り
同
じ
仕
事
を

同
じ
女
性
と
分
か
ち
合
え
る
っ
て
い
う
の

は
励
み
に
な
る
と
思
う
の
で
、
増
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

─
栄
養
士
は
、
現
場
も
女
性
比
率
が
高
い

の
で
し
ょ
う
か
？

稲
見
「
男
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
ん
で
す
。

で
も
、
や
っ
ぱ
り
栄
養
士
自
体
、
女
子
大

卒
や
短
大
卒
が
多
く
て
、
男
性
が
栄
養
士

に
な
る
に
は
、
専
門
学
校
か
ご
く
少
数
の

阿あ

部べ

　
絵え

里り

子こ

さ
ん

人
事
部 

主
任

調
理
師
・
栄
養
士
・
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
の
採
用
業

務
を
担
当
。
リ
モ
ー
ト
勤
務
週
1
日
。

三み
つ

槗は
し

　
美み

里さ
と

さ
ん

管
理
部

食
材
発
注
・
調
整
、
請
求
書
を
含
め
た
顧
客
管
理
に

加
え
、
食
材
販
売
事
業
も
担
当
。
リ
モ
ー
ト
勤
務
週

3
日
。
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大
学
な
ど
、ま
だ
ま
だ
選
択
肢
が
少
な
い
。

や
っ
ぱ
り
女
性
の
比
率
が
圧
倒
に
高
い
で

す
ね
。」

─
パ
ー
ト
契
約
か
ら
正
社
員
契
約
に
な
っ

て
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
？

三
𣘺
「『
こ
れ
を
入
力
し
て
お
い
て
』
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
で
入

社
し
た
の
で
す
が
、
パ
ー
ト
と
い
っ
て
も

仕
事
に
制
限
は
な
く
、
自
由
に
や
ら
せ
て

い
た
だ
け
る
社
風
で
し
た
。
社
員
の
方
と

仕
事
内
容
に
大
き
な
差
が
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
仲
間
と
し
て
接
し
て
い
た

だ
け
る
安
心
感
も
あ
り
ま
し
た
。
社
員
に

な
っ
て
か
ら
は
、
時
間
を
自
己
管
理
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
圧
倒
的
に
仕
事
を

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
月
初
は
、

請
求
書
関
連
の
業
務
が
多
い
の
で
、
そ
れ

を
乗
り
切
っ
た
ら
月
末
に
か
け
て
調
整
し

て
い
ま
す
。」

─
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
イ
リ
ー
ゼ
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
で
運
営
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
営
業
時
に
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

佐
久
間「
営
業
し
や
す
い
で
す
。
と
て
も
。

イ
リ
ー
ゼ
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
場
所
で
は

『
あ
、
イ
リ
ー
ゼ
さ
ん
ね
、
ど
こ
ど
こ
は

行
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
よ
』
と
反
応
が
あ

る
の
で
、入
り
口
を
突
破
し
や
す
い
（
笑
）

ん
で
す
。
特
に
施
設
責
任
者
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
、
知
名
度
も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ

ほ
ぼ
受
付
で
通
し
て
も
ら
え
ま
す
。
受
付

を
通
過
で
き
れ
ば
お
話
を
つ
な
げ
ら
れ
る

の
で
、
営
業
的
に
は
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い

で
す
。」

─
大
沼
さ
ん
、
衛
生
指
導
の
面
で
イ
リ
ー

ゼ
と
そ
れ
以
外
の
施
設
と
で
何
か
違
い
が

あ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
か
？

大
沼
「
区
別
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

で
す
ね
。
た
だ
、
オ
ー
プ
ン
し
た
て
の
施

設
は
作
り
が
似
て
い
る
の
で
、
調
理
機
器

な
ど
の
設
定
な
ど
は
、
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
ひ
と
目
で
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
保
育
園
な
ど
の
キ
ッ
ズ
ラ
イ
ン
は
、

地
域
や
場
所
に
よ
る
細
か
な
違
い
も
、
監

査
を
ひ
と
通
り
経
験
す
る
こ
と
で
覚
え
ま

し
た
。

　

ひ
と
つ
思
い
出
し
た
の
が
、
グ
ル
ー
プ

の
事
業
『
お
そ
う
じ
本
舗
』。
と
あ
る
事

業
所
で
、
外
せ
な
い
ぐ
ら
い
フ
ィ
ル
タ
ー

が
油
で
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
急

ぎ
で
清
掃
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
横
の
つ
な
が
り
は
、

グ
ル
ー
プ
内
だ
か
ら
ス
ム
ー
ズ
っ
て
い
う

と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。」

─
上
司
に
本
音
で
ひ
と
言
お
願
い
し
ま

す
！

阿
部
「
基
本
的
に
は
自
由
に
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
て
、
本
当
に
困
っ
た
と
き
に
は

直
属
の
上
司
に
必
ず
相
談
し
て
い
ま
す
。

直
属
で
は
な
く
て
も
い
ろ
ん
な
部
署
の

方
々
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
な
の
は
嬉

し
い
で
す
ね
。」

佐
久
間
「
営
業
は
、
案
件
を
取
れ
る
取
れ

な
い
で
大
き
く
数
字
が
変
わ
る
の
で
、
自

分
の
判
断
と
い
う
よ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
相

談
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。
部
長
だ
け
で

な
く
社
長
の
嘉
村
に
も
直
接
相
談
で
き
る

の
は
判
断
も
決
定
も
早
く
、
ス
ム
ー
ズ
で

す
。」

─
最
後
に
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
、
皆
さ
ん
の
野
望

（
笑
）
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！ 

阿
部
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
規
模
と
し
て
は

か
な
り
大
き
い
グ
ル
ー
プ
企
業
だ
け
れ
ど

も
、
こ
れ
か
ら
の
会
社
な
の
で
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
で
会
社
の
価
値
を
高
め
て
い

け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。」

稲
見
「
自
分
の
業
務
と
し
て
は
、
栄
養
士

と
し
て
の
知
識
の
積
み
上
げ
で
し
ょ
う

か
。
当
社
は
８
割
以
上
が
高
齢
者
施
設
な

の
で
、
お
客
様
の
嚥
下
力
は
年
々
落
ち
て

い
き
ま
す
。
献
立
は
立
て
ら
れ
て
も
嚥
下

佐さ

久く

間ま

　
詩し

穂ほ

さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

営
業
推
進
部
営
業
チ
ー
ム

施
設
運
営
の
法
人
様
へ
、
厨
房
運
営
受
託
・
完
全
調

理
済
冷
凍
食
品
の
営
業
活
動
を
担
当
。
ほ
ぼ
外
勤
。

稲い
な

見み

　
玲れ
い

加か

さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

業
務
部
栄
養
課

栄
養
士
の
教
育
・
指
導
、
ベ
ー
ス
献
立
の
作
成
、
イ

ベ
ン
ト
企
画
等
を
担
当
。
リ
モ
ー
ト
勤
務
週
3
～
4

日
。
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状
態
に
合
わ
せ
た
知
識
は
足
り
て
い
な
い

と
思
う
の
で
、
勉
強
を
す
る
こ
と
で
Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
か
ら
の
き

め
細
か
な
要
望
に
も
今
よ
り
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。」

大
沼
「
衛
生
指
導
課
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー

を
迎
え
た
の
で
、
一
緒
に
働
く
中
で
お
互

い
相
談
し
合
っ
て
、
よ
り
よ
い
方
法
を
一

緒
に
考
え
て
い
け
る
仲
間
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
目
標
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
衛
生

指
導
課
だ
け
で
は
な
く
、本
社
メ
ン
バ
ー
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
Ｓ
Ｖ
と
い
っ
た
仲
間
と

の
信
頼
関
係
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。」

三
𣘺
「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
食
材
販

売
部
門
が
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
な
ん
で

す
が
、
ま
だ
少
人
数
で
動
い
て
い
る
段
階

な
の
で
、
取
引
先
と
う
ま
く
連
携
し
て
補

い
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
未
来
を
考
え

る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
部
門
な
の
で
、
少
し

で
も
事
業
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
力
添
え

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

江
村
「
運
営
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
Ｓ
Ｖ

が
一
番
現
場
と
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
現
場
が
働
き
や
す
い
職
場
を
作
る
こ

と
と
、
よ
り
品
質
の
高
い
食
事
を
提
供
す

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
れ
が
受
託
件
数

の
ア
ッ
プ
、
人
材
を
採
用
で
き
る
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
流

れ
が
将
来
的
に
会
社
の
成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
け
れ
ば
と
日
々
思
い
な
が
ら
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」

佐
久
間
「
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

施
設
様
を
増
や
し
、
お
客
様
（
ご
入
居
者

様
）
が
よ
り
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
・
提
供
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。
や
は
り
営
業
な
の
で
、
数
字
を
積
み

上
げ
て
、
少
し
で
も
会
社
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
で
す
。」

─
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

大お
お

沼ぬ
ま

　
桂け
い

子こ

さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

衛
生
指
導
課

衛
生
巡
回
指
導
、
勉
強
会
・
講
習
会
、
衛
生
ツ
ー
ル
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
を
担
当
。
リ
モ
ー
ト
勤
務
ま
た

は
本
社
勤
務
週
1
～
3
日
。
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協会だより

定着したWebによる理事会開催

　2021年度第３回理事会は、第62回全日本病院協
会学会in岡山～コロナ禍での病院経営～の開催に合わ
せ、８月21～ 22日岡山コンベンションセンターに
て開催する予定でしたが、８月13日に「新型コロナ
ウイルスの感染拡大状況を鑑み、岡山県当局からの強
い要望もあり、誠に残念ですが現地開催を中止とし『完
全Web開催』に変更することに決定しました」との
連絡を受け、当協会も山本会長の指示のもとWebに
よる理事会の開催と変更となりました。新型コロナウ
イルス感染症対策にあたりながら、日常の業務に取り
組む仲間同士、感謝の言葉がありました。

　日　　時　　2021年　８月20日㈮
　時　　間　　15時～15時45分
　場　　所　　Web会議

■審議事項
⑴　入会（正会員・賛助会員）について
正会員１社からの入会申し込みが承認された。
◇株式会社　オーシュンサポート
代表取締役　野崎　由佳
秋田県大館市車台5-5-2　プログレス103
賛助会員１社からの入会申し込みが承認された。
◇積水化成品工業　株式会社
代表取締役社長　柏原　正人
東京都新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル
23F

⑵　協会事務所移転について
　2007年６月に現在地に移転入居し14年経過して
いるが、外国人技能実修生の評価試験実施のため、
初級ならびに専門級を同時に実施するための増員を
図ることとし、狭隘解消のため事務所移転を講ずる
こととした。移転先は千代田区神田岩本町15-1CYK
神田岩本町７階で、11月中の移転が決議されました。

⑶　HACCPの考え方を取り入れた衛生管理のための
手引き書について
　日本給食サービス協会と当協会が共同で取り組
み、東京サラヤの全面協力を得て厚生労働省の認可

（HPによる公表）を受けた手引き書を６月に会員
各社に通知したところですが、この研修会を栄養士
委員会の今年度統一テーマと位置づけし、全国３支
部５会場で開催することについて決議されました。

⑷第14回治療食等献立・調理技術コテストについて
　東京オリンピック・パラリンピック開催のため、
2022年８月開催としているコンテストであるが、
昨年来の新型コロナウイルス感染症の発生状況を受
け、次年度にあってもソーシャルディスタンスを配
慮すべしと捉え、当該教室が狭隘であることを考え
参加チームを減数することを提案し、決議された。
・治療食部門　８チーム
・一般職部門　４チーム
・行事食部門　４チーム

⑸第43回フードータリングショーでの協会セミナー
について
　昨年度から当協会として産業別高齢者雇用推進事
業に参画し、生涯現役社会に向け、労働力人口の高
齢化の現況や経営環境、職務内容、賃金制度、雇用
形態などの違いについて「産業別高齢者雇用推進ガ
イドライン」の調査、策定及び会員各社に対し啓発
広報を行うこととしており、これがセミナーとして
実施することが決議された。また、恒例としている
「管理栄養士・栄養士による健康食事相談」につい
ては、栄養士委員会の各支部幹事の方々に協力願い
実施することが承認された。

⑹2022年度定時総会特別講演予定（案）について
　2003年　千日回峰行満行し、大正年間以降49
人目の大阿闍梨　藤波　源信　師
（比叡山飯室不動堂　長壽院　住職）
・大阿闍梨に聞く「行」と「縁起」
・食と生きる　
　2022年５月20日　15時15分から　　について
決議された。

⑺次の事項について報告された。
・海外視察旅行の中止について
・栄養士委員会各支部研修状況
・各支部会議報告

理事会報告
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衛生点検員がチェックするポイントを

ご紹介します

～冷蔵庫・冷凍庫の衛生管理について～

・定期的に清掃され、清潔にしている
( 扉・パッキン・床・ファンカバー・フィルター等 )

・庫内に汚れがある
（特にパッキン・ファンカバー・フィルター注意）

良い例 悪い例

良い例 悪い例

【 冷蔵・冷凍庫は定期的に清掃され、清潔である 】
【 保管されている調理器具は乾燥しやすく、
　　　　　　　　汚染を受けないように保管している 】

　冷蔵庫・冷凍庫は破損や欠損箇所がないか清掃時に保守点検も行い、必要に応じて修繕対応を行いましょう。

　当社で実施している衛生点検で注意する箇所として「パッキン」、「内棚」、「ドレンキャップ」が多く挙げられます。

　まず「パッキン」の破損では、庫内の冷気が漏れたり、汚れが溜まりやすくなる恐れがあるため、取り扱いメーカー

に確認して、交換対応を行いましょう。

　「内棚」は、コーティングの剥離も確認しましょう。剥離の場合は破片が異物源になる恐れがあります。また剥離

部分に汚れが溜まり汚染源となる可能性があります。パッキン同様取り扱いメーカーに確認し交換しましょう。

　最後に「ドレンキャップ」ですが、こちらは欠損（紛失）してしまっているケースが多く見られます。紛失をしてしまっ

た場合はメーカーに確認して、キャップを取り寄せてください。

　冷蔵庫・冷凍庫で注意する箇所として「パッキン」、「ファンカバー」、「フィルター」があります。

　「パッキン」は、扉の開け閉めや内外の温度差による結露が原因で、汚れやすい箇所です。カビの発生にも繋がり、

保管食材を汚染させてしまう恐れがあります。清掃は専用の薬剤、もしくはアルコールを浸み込ませたペーパータオ

ルで拭き上げ清掃を実施しましょう。黒ずみがひどく、塩素系漂白剤を使用した場合は、使用後に水拭きを行ってく

ださい。パッキンのゴムが固くなり、劣化や破損に繋がります。

　「ファンカバー」は、食材と近接し、汚れがあった場合に空気とともに拡散させてしまうため、保管食材をより汚

染させる恐れがあります。清掃時にはファンを止め、付近の食材を清潔で温度管理された場所にいったん隔離して、

アルコールを浸み込ませたペーパータオルで拭き上げ清掃を実施しましょう。

　「フィルター」は、溜まった汚れを放置すると冷却機能の低下や故障に繋がります。定期的に取り外し、水洗いで

埃汚れを取り除き、よく乾燥させてから戻します。油汚れがひどい場合は、お湯と中性洗剤を混ぜ、しばらく漬け込

むと落としやすくなります。

・破損、劣化、欠損部分がない
（扉・パッキン・内棚・ファンカバー・ドレンキャップ等）

・破損、劣化、欠損部分がある
（扉・パッキン・内棚・ファンカバー・ドレンキャップ等）

※ここでは代表的な清掃箇所を挙げましたが、その他にも床面、棚（裏面含む）、壁面、取っ手などを指摘することもあります。
各箇所についても確認し、冷蔵庫・冷凍庫を清潔に保ちましょう。

＊ワンポイントアドバイス＊

冷蔵庫・冷凍庫の汚れやすい箇所は設置場所で異なるため、

汚れ具合を確認して、清掃頻度をバランスよく設定しましょう。

【 冷蔵庫・冷凍庫は定期的に清掃され、清潔である 】
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( 扉・パッキン・床・ファンカバー・フィルター等 )

・庫内に汚れがある
（特にパッキン・ファンカバー・フィルター注意）

良い例 悪い例

良い例 悪い例

【 冷蔵・冷凍庫は定期的に清掃され、清潔である 】
【 保管されている調理器具は乾燥しやすく、
　　　　　　　　汚染を受けないように保管している 】

　冷蔵庫・冷凍庫は破損や欠損箇所がないか清掃時に保守点検も行い、必要に応じて修繕対応を行いましょう。

　当社で実施している衛生点検で注意する箇所として「パッキン」、「内棚」、「ドレンキャップ」が多く挙げられます。

　まず「パッキン」の破損では、庫内の冷気が漏れたり、汚れが溜まりやすくなる恐れがあるため、取り扱いメーカー

に確認して、交換対応を行いましょう。

　「内棚」は、コーティングの剥離も確認しましょう。剥離の場合は破片が異物源になる恐れがあります。また剥離

部分に汚れが溜まり汚染源となる可能性があります。パッキン同様取り扱いメーカーに確認し交換しましょう。

　最後に「ドレンキャップ」ですが、こちらは欠損（紛失）してしまっているケースが多く見られます。紛失をしてしまっ

た場合はメーカーに確認して、キャップを取り寄せてください。

　冷蔵庫・冷凍庫で注意する箇所として「パッキン」、「ファンカバー」、「フィルター」があります。

　「パッキン」は、扉の開け閉めや内外の温度差による結露が原因で、汚れやすい箇所です。カビの発生にも繋がり、

保管食材を汚染させてしまう恐れがあります。清掃は専用の薬剤、もしくはアルコールを浸み込ませたペーパータオ

ルで拭き上げ清掃を実施しましょう。黒ずみがひどく、塩素系漂白剤を使用した場合は、使用後に水拭きを行ってく

ださい。パッキンのゴムが固くなり、劣化や破損に繋がります。

　「ファンカバー」は、食材と近接し、汚れがあった場合に空気とともに拡散させてしまうため、保管食材をより汚

染させる恐れがあります。清掃時にはファンを止め、付近の食材を清潔で温度管理された場所にいったん隔離して、

アルコールを浸み込ませたペーパータオルで拭き上げ清掃を実施しましょう。

　「フィルター」は、溜まった汚れを放置すると冷却機能の低下や故障に繋がります。定期的に取り外し、水洗いで

埃汚れを取り除き、よく乾燥させてから戻します。油汚れがひどい場合は、お湯と中性洗剤を混ぜ、しばらく漬け込

むと落としやすくなります。

・破損、劣化、欠損部分がない
（扉・パッキン・内棚・ファンカバー・ドレンキャップ等）

・破損、劣化、欠損部分がある
（扉・パッキン・内棚・ファンカバー・ドレンキャップ等）

※ここでは代表的な清掃箇所を挙げましたが、その他にも床面、棚（裏面含む）、壁面、取っ手などを指摘することもあります。
各箇所についても確認し、冷蔵庫・冷凍庫を清潔に保ちましょう。

＊ワンポイントアドバイス＊

冷蔵庫・冷凍庫の汚れやすい箇所は設置場所で異なるため、

汚れ具合を確認して、清掃頻度をバランスよく設定しましょう。

【 冷蔵庫・冷凍庫に劣化、破損、欠損部分はない 】

 23  No.176



笑食快膳   24



 25  No.176



[問い合せ先]
HCJ三展合同事務局　一般社団法人 日本能率協会　産業振興センター内
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22

＜個人情報のお取り扱いについて＞
　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。
今回、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、今後の各種案内のために利用させていただきます。なお、個人情報は配送の依頼等で機密保持契約
を締結した業務委託先に預託することがありますのであらかじめご承知おきください。

■会　期：２０１9年　２月19日（火）～２2日（金）　１０：００　～　１７：００（最終日は１６：３０まで）
■会　場：東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）東展示棟１～7ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当・宅配ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策・HACCP対
応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・バイキング
ソーン、ITシステム・機器関連ゾーン、
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：3,000円（ただし、「招待券」持参者、事前登録者は無料）

（笑食快膳）
会社名
団体名

住　所
〒

部署名 役職名

お名前 TEL

E-mail FAX

招待券請求部数 部

FAX　 03-3434-8076
URL     http://www.jma.or.jp/hcj/

  TEL　  03-3434-1377
E-mail　hcj@jma.or.jp

HCJ三展合同事務局行　　 FAX：03-3434-8076

検索HCJ http://www.jma.or.jp/hcj/来場登録・最新情報は
WEBをご覧ください

 招待状請求　受付期限…2019年2月8日（金）事務局必着
　招待状の発送は、2017年12月中旬以降を予定しています。
　⇒ホームページから必要部数をご請求ください。または、下記にご記入のうえFAXでご連絡ください。

 団体来場登録　受付期限…2019年1月29日（火）事務局必着
　15名様以上でのご来場には、事前団体登録が便利です。
　事前に来場者リストをいただき、会期前に皆様の来場者バッジをお送りします。
　会場でおひとりずつ登録手続することなく、スムーズにご入場いただけます。
　また、ご希望に応じ駐車場もご用意いたします。
　⇒　ホームページをご確認のうえ、メールにてご連絡ください（リストはデータにてご提出ください）。

◆ご来場に際してのご注意
　本展は商談のための展示会につき、招待券をお持ちでも業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮
　いただきます。（同伴者のいる場合も不可）

[問い合せ先]
HCJ三展合同事務局　一般社団法人 日本能率協会　産業振興センター内
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22

＜個人情報のお取り扱いについて＞
　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。
今回、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、今後の各種案内のために利用させていただきます。なお、個人情報は配送の依頼等で機密保持契約
を締結した業務委託先に預託することがありますのであらかじめご承知おきください。

■会　期：２０１9年　２月19日（火）～２2日（金）　１０：００　～　１７：００（最終日は１６：３０まで）
■会　場：東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）東展示棟１～7ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当・宅配ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策・HACCP対
応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・バイキング
ソーン、ITシステム・機器関連ゾーン、
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：3,000円（ただし、「招待券」持参者、事前登録者は無料）

（笑食快膳）
会社名
団体名

住　所
〒

部署名 役職名

お名前 TEL

E-mail FAX

招待券請求部数 部

FAX　 03-3434-8076
URL     http://www.jma.or.jp/hcj/

  TEL　  03-3434-1377
E-mail　hcj@jma.or.jp

HCJ三展合同事務局行　　 FAX：03-3434-8076

検索HCJ http://www.jma.or.jp/hcj/来場登録・最新情報は
WEBをご覧ください

 招待状請求　受付期限…2019年2月8日（金）事務局必着
　招待状の発送は、2017年12月中旬以降を予定しています。
　⇒ホームページから必要部数をご請求ください。または、下記にご記入のうえFAXでご連絡ください。

 団体来場登録　受付期限…2019年1月29日（火）事務局必着
　15名様以上でのご来場には、事前団体登録が便利です。
　事前に来場者リストをいただき、会期前に皆様の来場者バッジをお送りします。
　会場でおひとりずつ登録手続することなく、スムーズにご入場いただけます。
　また、ご希望に応じ駐車場もご用意いたします。
　⇒　ホームページをご確認のうえ、メールにてご連絡ください（リストはデータにてご提出ください）。

◆ご来場に際してのご注意
　本展は商談のための展示会につき、招待券をお持ちでも業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮
　いただきます。（同伴者のいる場合も不可）

■会　期：2022年　2月15日（火）～ 18日（金）　10：00　～　17：00（最終日は16：30まで）
■会　場：東京ビッグサイト東展示棟1～ 6ホール、8ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当関連ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策ゾーン・
HACCP対応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・
バイキングゾーン、ITシステム・機器関連ゾーン、グルメデリバリーゾーン・感染症対策ゾーン
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：無料（ただし、WEB上での事前登録が必須）

　受付期限…2022年２月７日（月）事務局必着
案内状の発送は、2021年12月中旬以降を予定しています。

https：//jma-hcj.com/
案内状請求

請求部数

（土日、祝日を除く9：00～ 17：00）

https://jma-hcj.com/

　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報等保護方針（https://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。

◆ご来場に際してのご注意
本展は商談のための展示会につき、業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮いただきます。（同伴
者のいる場合も不可）

◆新型コロナウイルス感染症対策
別紙参照

2019年2月

開催！！

　来る2019年2月19日（火）～22日（金）、東京ビッグサイト・東1～7ホールで、当協会をはじめ公益社団法人日本給食
サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第40回フード・ケータリン
グショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,400小間、予定来場登録者数65,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒http://www.jma.or.jp/hcj/）

●開催日時：２月２1日（木）１４時～１６時（予定）
●開催会場：東京ビッグサイト・東棟（給食セミナー会場）
●参加方法：定員3００名、聴講無料、当日先着順
●プログラム：
　講師　調整中

　会期中、本展示会共催の日本給食サービス協会、日本弁当サービス協会や日本厨房工業会も主催セミナーを開催します。

[東棟・給食セミナー会場（東京ビッグサイト内）]
　●２月19日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
　●２月20日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
　●２月２2日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

[開催概要]
　■合同開催
　　第１9回厨房設備機器展（テーマ：食を支える厨房イノベーション）
　　第４7回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：ホスピタリティ産業の新たな市場開拓に挑戦する）

　当協会も東2ホールに出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士に
よる健康・食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2018年2月）開催時には、1,230名の来場者のアンケート回答な
ど、大きな反響をいただきました。

日本メディカル給食協会ブースへ
ぜひお立ち寄りください！

下記の通り、２月２1日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。

●招待券のお申込み用紙は次のページにあります。

 その他　みどころ満載！　関連企画・セミナーも充実！

 「日本メディカル給食協会主催セミナー」（２／２1）開催！

 「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」（東2ホール）を開催！

セミナーも開催！
[テーマ]お役立ちの提案　～安全・安心・健康・おいしさを求めて～

　来る2022年2月15日（火）～18日（金）、東京ビックサイト・東展示棟1～6ホール、8ホールで、当協会をはじめ
公益社団法人日本給食サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、
「第43回フード・ケータリングショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、950社／ 2,100小間、予定来場登録者数50,000名の規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒https://jma-hcj.com/）

　当協会も出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士による健康・
食事相談コーナー」を東展示棟２ホール入口で開催いたします。前回（2021年2月）開催時には、398名の来場
者のアンケート回答など、大きな反響をいただきました。

　　下記の通り、2月17日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。
　●開催日時：2月17日（木）14：40～ 16：40
　●開催会場：東京ビックサイト（給食・厨房セミナー会場）
　●参加方法：定員200名（予定）、聴講無料、事前登録制
　●プログラム：「産業別高齢者雇用推進ガイドラインについて（報告）」

座長：結城　康博（淑徳大学　総合福祉学部教授）　
講師：臼井　淳（うすい　あつし）　株式会社ぎょうせい　研究員

●2月15日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
●2月16日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
●2月15日（火）～ 18日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

第22回厨房設備機器展（テーマ：新しい日常を支える　ニッポン厨房最前線）
第50回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：持続可能なホスピタリティ産業の更なる振興を図る）

●案内状のお申込み用紙は次のページにあります。

2022
43

「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」を開催！

「日本メディカル給食協会主催セミナー」（2／17）開催！

給食・厨房セミナー会場

笑食快膳   26



[問い合せ先]
HCJ三展合同事務局　一般社団法人 日本能率協会　産業振興センター内
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22

＜個人情報のお取り扱いについて＞
　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。
今回、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、今後の各種案内のために利用させていただきます。なお、個人情報は配送の依頼等で機密保持契約
を締結した業務委託先に預託することがありますのであらかじめご承知おきください。

■会　期：２０１9年　２月19日（火）～２2日（金）　１０：００　～　１７：００（最終日は１６：３０まで）
■会　場：東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）東展示棟１～7ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当・宅配ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策・HACCP対
応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・バイキング
ソーン、ITシステム・機器関連ゾーン、
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：3,000円（ただし、「招待券」持参者、事前登録者は無料）

（笑食快膳）
会社名
団体名

住　所
〒

部署名 役職名

お名前 TEL

E-mail FAX

招待券請求部数 部

FAX　 03-3434-8076
URL     http://www.jma.or.jp/hcj/

  TEL　  03-3434-1377
E-mail　hcj@jma.or.jp

HCJ三展合同事務局行　　 FAX：03-3434-8076

検索HCJ http://www.jma.or.jp/hcj/来場登録・最新情報は
WEBをご覧ください

 招待状請求　受付期限…2019年2月8日（金）事務局必着
　招待状の発送は、2017年12月中旬以降を予定しています。
　⇒ホームページから必要部数をご請求ください。または、下記にご記入のうえFAXでご連絡ください。

 団体来場登録　受付期限…2019年1月29日（火）事務局必着
　15名様以上でのご来場には、事前団体登録が便利です。
　事前に来場者リストをいただき、会期前に皆様の来場者バッジをお送りします。
　会場でおひとりずつ登録手続することなく、スムーズにご入場いただけます。
　また、ご希望に応じ駐車場もご用意いたします。
　⇒　ホームページをご確認のうえ、メールにてご連絡ください（リストはデータにてご提出ください）。

◆ご来場に際してのご注意
　本展は商談のための展示会につき、招待券をお持ちでも業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮
　いただきます。（同伴者のいる場合も不可）

[問い合せ先]
HCJ三展合同事務局　一般社団法人 日本能率協会　産業振興センター内
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22

＜個人情報のお取り扱いについて＞
　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。
今回、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、今後の各種案内のために利用させていただきます。なお、個人情報は配送の依頼等で機密保持契約
を締結した業務委託先に預託することがありますのであらかじめご承知おきください。

■会　期：２０１9年　２月19日（火）～２2日（金）　１０：００　～　１７：００（最終日は１６：３０まで）
■会　場：東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）東展示棟１～7ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当・宅配ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策・HACCP対
応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・バイキング
ソーン、ITシステム・機器関連ゾーン、
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：3,000円（ただし、「招待券」持参者、事前登録者は無料）

（笑食快膳）
会社名
団体名

住　所
〒

部署名 役職名

お名前 TEL

E-mail FAX

招待券請求部数 部

FAX　 03-3434-8076
URL     http://www.jma.or.jp/hcj/

  TEL　  03-3434-1377
E-mail　hcj@jma.or.jp

HCJ三展合同事務局行　　 FAX：03-3434-8076

検索HCJ http://www.jma.or.jp/hcj/来場登録・最新情報は
WEBをご覧ください

 招待状請求　受付期限…2019年2月8日（金）事務局必着
　招待状の発送は、2017年12月中旬以降を予定しています。
　⇒ホームページから必要部数をご請求ください。または、下記にご記入のうえFAXでご連絡ください。

 団体来場登録　受付期限…2019年1月29日（火）事務局必着
　15名様以上でのご来場には、事前団体登録が便利です。
　事前に来場者リストをいただき、会期前に皆様の来場者バッジをお送りします。
　会場でおひとりずつ登録手続することなく、スムーズにご入場いただけます。
　また、ご希望に応じ駐車場もご用意いたします。
　⇒　ホームページをご確認のうえ、メールにてご連絡ください（リストはデータにてご提出ください）。

◆ご来場に際してのご注意
　本展は商談のための展示会につき、招待券をお持ちでも業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮
　いただきます。（同伴者のいる場合も不可）

■会　期：2022年　2月15日（火）～ 18日（金）　10：00　～　17：00（最終日は16：30まで）
■会　場：東京ビッグサイト東展示棟1～ 6ホール、8ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当関連ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策ゾーン・
HACCP対応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・
バイキングゾーン、ITシステム・機器関連ゾーン、グルメデリバリーゾーン・感染症対策ゾーン
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：無料（ただし、WEB上での事前登録が必須）

　受付期限…2022年２月７日（月）事務局必着
案内状の発送は、2021年12月中旬以降を予定しています。

https：//jma-hcj.com/
案内状請求

請求部数

（土日、祝日を除く9：00～ 17：00）

https://jma-hcj.com/

　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報等保護方針（https://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。

◆ご来場に際してのご注意
本展は商談のための展示会につき、業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮いただきます。（同伴
者のいる場合も不可）

◆新型コロナウイルス感染症対策
別紙参照
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参照元① ：日本展示会協会　「展示会業界における COVID-19 感染拡大予防ガイドライン」
参照元② ：国際見本市連盟　「Framework for reopening the exhibition industry post COVID-19」
参照元③ ：株式会社東京ビッグサイト　「展示会等における新型コロナウイルス感染防止のための対応指針」

● 会場内の十分な換気

● 体調不良者への対応管理
　 （隔離された救護室の設置）

3m以上
ブース

ブース
通路

待機マーク

ソーシャルディスタンス

スクリーン

ステージ

演台

席（イス）

2m以上

×

● 会場レイアウト（通路幅等の確保）、列に並ぶ際の間隔の確保

● セミナー会場等　間隔の確保（イメージ）

2020年8月21日時点

ブース

ブース

新型コロナウイルス感染症対策

● 症状に該当する方の来場管理
(発熱、咳、喉の痛み、倦怠感、息苦しさ、味
覚・嗅覚異常などの自覚症状のある方、政府
が指定する期間に海外渡航歴がある方 等)

● 入場は事前登録制とし、
　 入場手続き時の混雑を回避

● 出展者、来場者、主催者、協
力会社のマスク着用の徹底
非着用者への着用依頼

● サーモグラフィまたは非接
触体温計等による体温測定

● 会場入り口への消毒液の設
置ならびに共用部の巡回清
掃・消毒

● 試食担当者はマスクと手袋
の着用
使い捨て容器の使用、ゴミ
袋 の 密 閉 廃 棄（ フ ェ イ ス
シールドの着用を推奨）
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スーパームーンを追って
Photo by

吉田 雄次　Yuji Yoshida

（セントラルキッチン研究所　所長）

①『天体ショー～スーパームーン』
満月と言えば秋の夜空を思い浮
かべますが、今年いちばん明る
く大きな満月は５月でした。今
年のスーパームーンは、なんと
皆既月食も同時に見ることがで
きました。スーパームーンの皆
既月食は24年ぶりだそうです。
（2021年５月26日）

②『天体ショー～皆既月食』
月が地球の影に覆われる皆既月
食。天候にも恵まれ、自宅近く
の広い道路から南方の方向へ
600mmの望遠カメラで、ワク
ワクしながらコマ撮りで撮影し
ました。（2021年５月26日）

①①

②②
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編集後記

『On your marks, ～ Set』

　TOKYO2020オリンピックが賛否両論の中で開催され、開催賛成・反対を問わず、多数の方々
がTV観戦をされたかと思います。特に陸上競技の100ｍは、多数の方々がご覧になったのでは
ないでしょうか。
　競技のスタート時、スターターの『On your marks, ～ Set』（位置について～用意）の合図で、
選手は「On your marks,」でスタート位置につき、「Set」で静止し、号砲でレースがスタート
します。ちなみにこのスタート合図は400ｍまでで、400ｍを超えると「Set」がありません。
　「位置について・用意・ドン」は、日本中の幼稚園児から高齢者までほとんど人が知っている言
葉だと思います。「位置について・用意」のかけ声が無く、いきなりドンと合図されても、すぐに走
り出すのは難しいのではないでしょうか。
　この『On your marks, ～ Set』（位置について～用意）ドンというかけ声は、災害避難指示
に役立つという資料を読みました。『よーいドンの原則』と呼ばれています。防災心理学者の木村
玲欧（兵庫県立大学教授）は、警報とは、絶対に被害が出ることを意味する情報ではなく、災害
の発生可能性が格段に高まったので意識の警戒レベルを引き上げる情報である。いわば「よーい

（用意）ドン」のよーいのタイミングで、心のスイッチを「非日常」にする必要があると説いています。

「よーい」で、心の準備と避難の準備
「ドン」で避難実施

これは、例えばレベル４の避難指示が発令された時に、実際に避難行動【心構えがないと、い
きなり行動は出来ない】ということを指していると捉えることができます。
たとえ避難して、被害が発生しなかった時も「逃げて損した」「やって損した」ではなく、【今回も
良い危機管理が出来た】と行動を強化していくことが重要ではないでしょうか。

①疑わし時は行動…事前の知識によって「行動のきっかけとなる状況」が発生した時は行動する
②最悪事態を想定して行動…最悪のことを常に考えながらの行動することで対応力がうまれる
③空振りは許されるが、見逃しは許されない…対応後に被害が発生しなくても、経験値が増え

て本人（自身）のレベルアップにつながる

　このように、『On your marks, ～ Set』は、防災避難等に活用できるのではないでしょうか。
何の準備もなく、いきなり避難なんて、右往左往するのが目に見えています。日ごろから、警報の
情報が入ったら、心のスイッチを入れ、避難の準備をしましょう。自分だけは大丈夫、なんて法
則はありません。
　地球温暖化により、毎年何十年に一度と言われていた、降雨、高温、大型台風などが例年のよ
うに国内で発生しています。自然には勝てません、人類は！！！

2021年９月　NOBU 記

① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として

　　医療法第１５条の３第２項及び同法施行令第４条の７第２号で、医療機関の管理者は病院における患者、
　妊婦、産婦又はじょく婦の食事の提供の業務を委託しようとするときは、当該業務を適正に行う能力のあ
　るものとして厚生労働省令で定める基準に適合するものに委託しなければならないと規定しています。

一般財団法人　医療関連サービス振興会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1丁目11番11号 第2フナトビル3F

院内調理
患者等給食

院外調理
患者等給食

安心と信頼の目印

サービスマーク認定については次の体制で運営しています

① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として

　　医療法第１５条の３第２項及び同法施行令第４条の７第２号で、医療機関の管理者は病院における患者、
　妊婦、産婦又はじょく婦の食事の提供の業務を委託しようとするときは、当該業務を適正に行う能力のあ
　るものとして厚生労働省令で定める基準に適合するものに委託しなければならないと規定しています。

一般財団法人　医療関連サービス振興会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1丁目11番11号 第2フナトビル3F

院内調理
患者等給食

院外調理
患者等給食

安心と信頼の目印

サービスマーク認定については次の体制で運営しています

① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として

　　医療法第１５条の３第２項及び同法施行令第４条の７第２号で、医療機関の管理者は病院における患者、
　妊婦、産婦又はじょく婦の食事の提供の業務を委託しようとするときは、当該業務を適正に行う能力のあ
　るものとして厚生労働省令で定める基準に適合するものに委託しなければならないと規定しています。

一般財団法人　医療関連サービス振興会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1丁目11番11号 第2フナトビル3F

院内調理
患者等給食

院外調理
患者等給食

安心と信頼の目印

サービスマーク認定については次の体制で運営しています
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① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として

　　医療法第１５条の３第２項及び同法施行令第４条の７第２号で、医療機関の管理者は病院における患者、
　妊婦、産婦又はじょく婦の食事の提供の業務を委託しようとするときは、当該業務を適正に行う能力のあ
　るものとして厚生労働省令で定める基準に適合するものに委託しなければならないと規定しています。

一般財団法人　医療関連サービス振興会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1丁目11番11号 第2フナトビル3F

院内調理
患者等給食

院外調理
患者等給食

安心と信頼の目印

サービスマーク認定については次の体制で運営しています

① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として
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機関誌「笑食改善」は、会員の皆様からのご原稿を募集しています！

募集テーマ
　写真募集　　研修レポート（お写真と研修内容400字）

　写真募集　　我が社の行事食・特別食（お写真とレシピ紹介400字）

　川　　柳　　募集テーマは「笑顔」「給食」「快活」「一膳」

　ＴＯＰＩＣ　　フードロスについて（〈発生抑制〉または〈再利用〉の実践報告　1,200字以内）

　自由投稿　　「TOPIC」で取り上げてほしい課題についての考察（1,200字以内）

　趣味を語る　　趣味にまつわるエッセイ（1,200字以内）+お写真１～２点

原稿書式など
◆原稿書式

　Word形式の文書をE-mailで下記アドレスにご送付ください。お写真はできるだけ高解像度のものをお送

りください

◆掲載の決定について

・表現や体裁、文字量の削減をお願いすることがあります

・個人を誹謗中傷する等公序良俗に反するもの、不正確・未確認な記述のあるもの、読者が理解困難である

等、編集委員会が判断し、掲載をお断りすることがあります

◆原稿料

　薄謝を進呈します

◆著作権

・他の著作物から図表等を転載する場合は、ご自身で転載申請を行ってください

・本誌に掲載された記事の全部、または一部を転載、または頒布される場合は、当協会の承認を必要とします

投稿先
（公社）日本メディカル給食協会「笑食快膳」編集係／E-mail　jmk_senmu@j-mk.or.jp

原 稿 募 集

編集委員長　　中　村　勝　彦　　富士産業㈱　代表取締役

委　　　員　　篠　島　良　介　　国立病院機構東京医療センター　栄養管理室長

委　　　員　　鈴　木　　　潮　　富士産業㈱　執行役員副本部長

委　　　員　　西　村　信　之　　㈱ニッコクトラスト　顧問

委　　　員　　門　間　弘　子　　㈱紅谷　安全衛生管理　室長

委　　　員　　千　田　隆　夫　　（公社）日本メディカル給食協会　専務理事

委　　　員　　新　井　秀　一　　（公社）日本メディカル給食協会　事務局長

編集委員会名簿
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当協会のホームページがスマートフォンからも
ご覧いただけるようになりました。

研修・講習会の情報・機関誌が更に見やすくな
っております。 特に、お問合せの多い研修・講
習会の日程もかんたんにチェックできるように
なりました。
ぜひ、スマートフォンからもアクセスください。

スマートフォンで
ホームページを

ご覧いただけるように
なりました！

日本メディカル給食協会



公益社団法人　日本メディカル給食協会
〒101ー 0044　東京都千代田区鍛冶町１ー６ー 17　フォルテ神田５階

　　電　話　03（5298）4161
　　ＦＡＸ　03（5298）4162

ホームページ　http://www.j-mk.or.jp
発行人　山本　裕康　　編集委員長　中村　勝彦

（　　は一方通行）

至上野

１番出口

２番出口

南口

神
田
駅

新日本橋駅
JR総武線快速・

横須賀線室町三

室町四

今川橋

東
京
メ
ト
ロ

銀
座
線

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

日
銀
通
り

（
国
道
17
号
）

中
央
通
り

至
東
京

消防署

三井住友
銀行

山梨中央銀行

本間ゴルフ

ローソン
宮崎銀行

みずほ
銀行

中国銀行

日本銀行

神田今川橋局

味喜庵
東京
スクリーン

すき家

Ｊ
Ｒ
神
田
駅

タックル
ベリー

三
越
前
駅

公益社団法人日本メディカル給食協会

JR神田駅南口　徒歩３分

JR総武線快速・横須賀線新日本橋駅２番出口　徒歩５分

東京メトロ銀座線神田駅１番出口　徒歩５分

東京メトロ銀座線三越前駅２番出口　徒歩５分

東京駅八重洲口より　タクシー15分

交
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